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栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4 本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

　本市では、1,419 人が大人の仲間入り。恩師や旧友と再会する喜びの中で、大人としての一
段の成長を誓った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１月 13 日、都賀文化会館）

　

二
十
歳
を
迎
え
た
青
年
の

新
た
な
門
出
を
祝
福
し
、
社

会
か
ら
の
信
頼
と

期
待
に
応
え
ら
れ

る
社
会
人
と
な

る
た
め
の
自
覚
と

認
識
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し

た
、
平
成
25
年
栃

木
市
成
人
式
を
１

月
13
日
に
栃
木
文

化
会
館
、
大
平
文

化
会
館
、
藤
岡
文

化
会
館
、
都
賀
文

化
会
館
、
西
方
総

合
文
化
体
育
館
の

計
５
つ
の
会
場
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
、
本
市
で

大
人
の
仲
間
入
り

を
す
る
の
は
男
性

７
１
５
人
、
女
性

７
０
４
人
の
計
１
，

４
１
９
人
で
、
こ
の

う
ち
１
，
３
０
１
人

が
各
会
場
の
成
人

式
に
出
席
し
ま
し

た
。

　

各
会
場
で
は
華

や
か
な
晴
れ
着
や

ス
ー
ツ
姿
の
新
成

人
が
、
小
・
中
学

校
時
代
の
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
や
、
お
世

話
に
な
っ
た
先
生

方
と
の
久
し
ぶ
り

の
再
会
に
喜
び
、

談
笑
し
た
り
記
念

撮
影
を
す
る
な
ど

し
、
二
十
歳
の
門

出
を
と
も
に
喜
び

合
っ
て
い
ま
し
た
。

             

（
２
面
に
関
連
記
事
）
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それぞれの熱い思いを胸に！
1,400 人が大人の仲間入り

平成 25 年栃木市成人式が行われました
　
　
　
　
　
　
　

主
催
者
あ
い
さ
つ

　

式
典
で
は
鈴
木
市
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
成
人
さ
れ
た
方
々
に
、
お
祝
い
の
こ
と
ば
と
、

大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
、さ
ら
に
は
、

栃
木
市
民
と
し
て
、あ
る
い
は
栃
木
市
の
出
身
者
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
栃
木
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
と
の

思
い
を
伝
え
ま
し
た
。　

　
　
　
　

お
祝
い
の
こ
と
ば

　

高
岩
市
議
会
議
長
が
来
賓
を
代
表
し
て
、
ご
両
親
や

ご
家
族
、
恩
師
、
友
人
た
ち
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

の
愛
情
に
よ
り
、

こ
こ
ま
で
育
て

ら
れ
た
こ
と
を
、

決
し
て
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
世
界

で
「
た
っ
た
一
人

し
か
な
い
自
分
」

を
大
切
に
し
な

が
ら
、
大
い
に
人

生
を
闊
歩
し
て

ほ
し
い
と
お
祝

い
の
こ
と
ば
を

贈
り
ま
し
た
。

　
　
　

実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

　

新
成
人
を
代
表
し
、
栃
木
会
場
で
は
小
林
剛
大
さ
ん
、

大
平
会
場
で
は
川
邉
貴
英
さ
ん
、
藤
岡
会
場
で
は
竹
澤
一

樹
さ
ん
、
都
賀
会
場
で
は
羽
山
雄
矢
さ
ん
、
西
方
会
場
で

は
大
嶋
早
紀
さ
ん
が
、
地
域
の
実
行
委
員
会
の
委
員
長
と

し
て
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
会
場
の
成
人
者
に
、
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
に
感
謝
の
意
を
伝
え
、
今
日
の
式
典
が
皆
さ

ん
の
心
に
一
生
残
る
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。　

　

昨
年
ま
で
は
、
各
会
場
で
異

な
っ
て
い
た
記
念
品
を
統
一
し

よ
う
と
各
地
域
の
代
表
実
行
委

員
が
集
ま
っ
て
話
し
合
い
、
栃

木
市
成
人
式
初
の
統
一
記
念
品

を
「
箸
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

箸
の
形
は
五
角
形
に
こ
だ
わ

り
ま
し
た
。
栃
木
市
の
五
つ
の

地
域
が
一
つ
に
な
り
、
ふ
る
さ

と
栃
木
市
が
さ
ら
に
発
展
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
割
り
箸
の
使
用
を
控

え
、
マ
イ
箸
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
で
少
し
で
も
環
境
問
題
に

つ
い
て
の
意
識
を
高
め
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　

誓
い
の
こ
と
ば

　

栃
木
会
場
で
は
倉
持
幸
恵
さ
ん
、大
平
会
場
で
は
石
川
実
幸
季
さ
ん
、

藤
岡
会
場
で
は
荒
井
優
さ
ん
と
福
地
ひ
と
み
さ
ん
、
都
賀
会
場
で
は
真

下
純
輝
さ
ん
、
西
方
会
場
で
は
広
木
陽
さ
ん
が
、
大
人
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
栃
木
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

で
世
の
中
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
を
発
表

し
、
会
場
は
共
感
し
た
成
人
者
た
ち
の
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

   １月 13 日に、成人式を栃

木、大平、藤岡、都賀、西方のそれ

ぞれの会場で開催しました。会場ごとに

新成人によって組織された実行委員会が中

心となって思い思いの成人式となりました。

　当日は、新成人を祝福するかのような穏

やかな晴天に恵まれ、新成人 1,301 人が

出席し、決意を新たにしました。

問合先  生涯学習課 ☎ 21‐2733

▶
西
方
会
場
（
恩
師
へ
花
束
贈
呈
）

▲
藤
岡
会
場

▲栃木会場▶

▲大平会場

▲大平会場（アトラクションでの抽選会）

▲倉持幸恵さん

▲石川実幸季さん

▲福地ひとみさん（左）と荒井優さん（右）

▲真下純輝さん▲広木陽さん

　
　
　
　
　

統
一
記
念
品
「
箸
」
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No. ７

栃木市長　鈴木俊美

　市民の皆さん、こんにちは。今回は、「市
有施設の屋根貸出し事業」についてお話
します。
　この事業は、国の再生可能エネルギー
の全量固定価格買取制度の実施に伴い、
太陽光発電事業を行う民間事業者に、小
中学校や保健福祉センターなどの市有施
設の屋根を有償で貸出し、太陽光発電を
促進するとともに、地域経済の活性化や
市有施設の有効活用を図るというもので
す。
　再生可能エネルギーの全量固定価格買
取制度とは、太陽光や風力などを用いて
発電した電気を、平成 24 年度中に東京
電力などの電気供給事業者や経済産業省
との協議が整えば、最長 20 年間にわた

り電気供給事業者が単価を
固定して買い取る制度で
す。
　本市は日照時間に恵まれており、この
特性を活かして太陽光発電を積極的に進
めていくことが必要であり、市が率先し
て太陽光発電システムの普及拡大を図る
ことによって、他の建物所有者等への波
及効果も大いに期待しています。
　昨年 11 月に、13 の施設を対象とし
て公募したところ、希望する事業者から
具体的な提案があり、審査の結果、昨
年 12 月 27 日に事業者を決定しました。
現在、その事業者が、東京電力や経済産
業省と協議中であり、協議が整い次第、
対象となった施設の屋根をお貸しするこ
ととなります。
　国では、平成 25 年度もこの制度を継
続するようです。市としても可能な施設
を再検討し事業を拡大していきたいと考
えております。何卒、ご理解とご支援を
いただきたいと思います。

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

　

現
物
給
付
対
象
年
齢
を
拡
大

　

４
月
１
日
診
療
分
か
ら
、
こ

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
現
物

給
付
対
象
年
齢
が
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
。

　☆変更内容

「
渡
良
瀬
の
里
」
運
営
が

指
定
管
理
者
に
変
わ
り
ま
す

　

栃
木
市
渡
良
瀬
の
里
で
は
、

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ

り
、
４
月
１
日
か
ら
、
運
営
が

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
保
険
診

療
分
の
負
担
額
が
無
料
と
な
る

制
度

　

医
療
機
関
で
支
払
っ
た
保
険
診

療
分
の
負
担
額
を
、
市
役
所
窓

口
で
申
請
す
る
こ
と
で
後
日
振

り
込
ま
れ
る
制
度

　

受
給
の
登
録
を
す
で
に
さ
れ

て
い
る
お
子
さ
ん
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
し
い
受
給
資
格
者
証

を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
４
月

以
降
は
医
療
機
関
等
を
受
診
す

る
際
、
必
ず
新
受
給
資
格
者
証

を
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
３

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

市役所本庁舎で、土曜日に窓口を開設します

　進学や転勤等により住民票等の異動の多い 3 月と４月の土曜日に窓口
　を開設します。どうぞお気軽にご利用ください。
　　開  設  日　３月と４月の毎週土曜日
　　開設時間　午前８時３０分から午後５時まで
　　開設庁舎　本庁舎（入舟町 7 番 26 号）
　　開設窓口　市民生活窓口・保険医療窓口・税務窓口

主な取扱業務 担当課
・住民票写し、戸籍謄抄本等の交付
・印鑑登録申請、証明書の交付
・住民異動届、戸籍届の受付　など

 市民生活課 ☎ 21-2147

・国民健康保険資格の取得、喪失
・高額療養費支給申請の受付
・国民年金保険料免除、学生納付特例申請の受付
・医療費助成申請の受付
・後期高齢者医療関係届出の受付

 保険医療課 ☎ 21-2151

・市税等の納付受付
・各種税証明の交付（所得証明、課税証明など）

 市民税課　 ☎ 21-2121
 資産税課　 ☎ 21-2127
 収税課　　 ☎ 21-2131

※各種取扱業務及び手続きについては、各担当課に問い合わせください。

マ
ル
学
（
学
生
用
）
保
険
証

就
学
の
市
外
生
活
者
に
交
付

　

国
保
の
加
入
者
が
就
学
の
た

め
市
外
で
生
活
す
る
場
合
は
、

栃
木
市
か
ら
マ
ル
学
保
険
者
証

（
学
生
用
保
険
証
）
を
交
付
し

ま
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
国
保
の
保
険
証

②
在
学
証
明
書

※
就
学
の
た
め
の
住
所
に
転
出

す
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。
な

４
月
か
ら
道
路
占
用
料
改
定

　

道
路
占
用
料
に
つ
い
て
、
平

成
23
年
４
月
１
日
に
道
路
法
施

行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
国

に
お
け
る
道
路
占
用
料
に
準
じ

て
４
月
１
日
よ
り
改
定
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
、
左
記
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

維
持
管
理
課 

☎
21
‐２
６
３
５

 

都
市
整
備
課 

☎
43
‐９
２
１
４

 

都
市
建
設
課 

☎
62
‐０
９
０
８

 

都
市
建
設
課 

☎
29
‐１
１
０
５

 

産
業
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
４

　

水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
、

名
義
変
更
の
際
は
、
必
ず
水
道

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間　

平
日
８
時
30
分

～
17
時
15
分

◆
連
絡
先　

栃
木
地
域
☎
25
‐

２
１
０
０
／
大
平
・
藤
岡
地
域

☎
43
‐
９
２
２
１
／
都
賀
・
西

方
地
域
☎
92
‐
０
３
１
７

※
開
始
中
止
の
７
日
前
ま
で
に

は
連
絡
く
だ
さ
い
。
直
前
の
連

絡
の
場
合
、
手
続
き
に
お
時
間

を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
清
掃
・
工
事
等
の
一
時
的
な

使
用
の
場
合
も
必
ず
連
絡
く
だ

さ
い
。

軽
自
動
車
な
ど
の
届
出

　
　
　
　
　
　

お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
の
名
義
人
が
課
税
の
対
象

年齢区分
平成 25 年４月～

給付方式 資格者証の色

３歳未満
栃木県内の医療
機関等現物給付

クリーム色

３歳～小学６
年生 水色

中学生 償還払い うす紫色

年齢区分
現　　在

給付方式 資格者証の色

３歳未満
栃木県内の医療
機関等現物給付

ピンク色３歳～小学６
年生 償還払い
中学生

お
、
卒
業
後
は
マ
ル
学
の
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
マ
ル

学
喪
失
の
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
１

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

指
定
管
理
者
に
変
わ
り
ま
す
。

運
営
を
行
う
事
業
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◇
指
定
管
理
者
の
名
称

（
株
）
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
と
ち
の
木

 

渡
良
瀬
の
里 

☎
62
‐
１
６
３
５

水
道
の
使
用
開
始
・
中
止

名
義
変
更
は
必
ず
連
絡
を

現
物
給
付

償
還
払
い

太陽光発電促進に伴う
市有施設屋根貸出し事業について

※
中
止
の

連
絡
が
な

い
場
合
、

水
道
使
用

の
有
無
に

か
か
わ
ら

ず
、
基
本

料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
転
居
の
場
合
、
転
居

前
の
地
域
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

水
道
課
（
栃
木
☎
25
‐

２
１
０
３
／
大
平
・
藤
岡
☎
43

‐
９
２
２
１
／
都
賀
・
西
方
☎

92
‐
０
３
１
７
）

と
な
り
ま
す
。（
盗
難
・
譲
渡

な
ど
に
よ
り
、
軽
自
動
車
な
ど

が
お
手
元
に
な
く
て
も
、
届
出

を
行
わ
な
い
と
課
税
さ
れ
ま

す
）

　

廃
車
・
住
所
変
更
・
名
義
変

更
は
、
３
月
中
に
届
出
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
届
出
先

○
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
の
オ
ー
ト

バ
イ
や
農
耕
車

 

市
民
税
課 

☎
21
‐
２
１
２
１

○
１
２
６
ｃ
ｃ
以
上
の
オ
ー
ト

バ
イ

栃
木
運
輸
支
局
佐
野
事
務
所

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐

２
０
２
０

○
軽
四
輪
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
佐
野
支
所 

☎
０
２
８
３
‐
20
‐
６
１
１
６
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地
デ
ジ
難
視
地
域
の
受
信
対
策

　
　

新
た
に
２
中
継
局
開
局

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
新
た
な
難
視
地
域

の
受
信
対
策
と
し
て
、
以
下
の
２
つ
の
中
継

局
が
開
局
し
ま
し
た
。

　

受
信
で
き
る
エ
リ
ア
の
目
安
は
地
図
の
と

お
り
で
す
が
、
エ
リ
ア
内
で
あ
っ
て
も
、
地

形
や
樹
木
な
ど
に
よ
っ
て
電
波
が
さ
え
ぎ
ら

れ
る
場
合
や
電
波
の
伝
搬
状
況
な
ど
に
よ
り

視
聴
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

都賀大柿中継局（偏波面：水平偏波）

岩舟中継局（偏波面：垂直偏波）

チ
ャ
ン
ネ
ル
名

リ
モ
コ
ン
の
ボ
タ
ン
番
号

都
賀
大
柿
局
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

岩
舟
局
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

NHK 総合 １ 44 46
NHK 教育 ２ 38 39
とちぎテレビ ３ 41 14
日本テレビ ４ 48 33
テレビ朝日 ５ 43 43
TBS テレビ ６ 31 36
テレビ東京 ７ 45 45
フジテレビ ８ 42 42

総務省 地デジコールセンター 0570 － 07 － 0101 
総務省 関東総合通信局 放送部放送課 03 － 6238 － 1944

日本放送協会（ＮＨＫ） 0570 － 00 － 3434
ふれあいセンター（受信相談）

（株）とちぎテレビ 028 － 623 － 0031（代表）
日本テレビ放送網（株） 03 － 6215 － 4444（視聴者センター）

（株）テレビ朝日 03 － 6406 － 5555（視聴者センター）
（株）ＴＢＳテレビ 03 － 3746 － 6666（視聴者センター）
（株）テレビ東京 03 － 5470 － 7777（代表）
（株）フジテレビジョン 03 － 5500 － 2005（視聴者センター）

　

テ
レ
ビ
中
継
局
の
電
波
を
受

信
す
る
た
め
に
は
、
ア
ン
テ
ナ

工
事
や
テ
レ
ビ
受
信
機
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
設
定
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
電
器
店
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
信
方

法
や
ご
不
明
な
点
は
左
記
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆問合先

市
図
書
館
計
画
を
策
定

◇
基
本
理
念

『
市
民
と
歩
む
・
暮
ら
し
に
身
近
な
図
書
館
』

◇
基
本
方
針
（
将
来
の
図
書
館
像
）

☆
本
を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
と
大
切
さ
を
実
感
で
き
る
図
書
館

☆
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
図
書
館

☆
子
ど
も
の
成
長
を
支
援
す
る
図
書
館

☆
質
の
高
い
情
報
を
提
供
す
る
図
書
館

☆
す
べ
て
の
人
に
役
立
つ
図
書
館

☆
多
種
多
様
な
機
関
と
連
携
協
力
す
る
図
書
館

☆
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
と
も
に
創
り
育
て
る
図
書
館

◇
施
策
の
柱

１ 

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
均
一
化
と
拡
充

２ 

図
書
館
資
料
収
集
方
針
の
策
定
と

 　

計
画
的
な
蔵
書
構
成

３ 

利
用
者
拡
大
に
向
け
た
効
果
的
な

     

運
営

４ 

他
の
機
関
と
の
連
携
協
力
の
推
進

　

こ
れ
ら
の
施
策
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
図

書
館
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

◯
実
施
期
間　

平
成
24
年
10
月
１
日
～
26
日

◯
意
見
の
提
出
状
況　

12
人
（
25
件
）

◯
主
な
意
見
の
内
容

・
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

・
図
書
館
施
設
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
教
育
現
場
等
と
の
連
携
協
力
に
つ
い
て　

等

◯
市
の
考
え
方

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

踏
ま
え
、
図
書
館
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
閲
覧
場
所
等

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
政
情
報

セ
ン
タ
ー
（
本
庁
舎
３
階
）、

市
内
各
図
書
館
（
栃
木
図
書
館
・
大
平
図
書
館
・
藤
岡
図
書
館
・

都
賀
図
書
館
・
市
図
書
館
西
方
分
館
）

◆
問
合
先　

 

生
涯
学
習
課 

☎
21
‐
２
７
３
４

◎蔵タク
利用登録者数（人）

平成 24 年 12 月末現在 11,281
1 日平均利用者数（人 / 日）

平成 24 年 10 ～ 12 月平均 226.6

◎ふれあいバス

                項　目

路線名

1 日平均
利用者数
（人 / 日）

平均乗車
密度※

平成 24 年
10 ～ 12 月

実績値
平成 24 年

10 ～ 12 月平均
寺尾線 124.6 1.4
市街地循環線 58.0 1.3
市街地北部循環線 82.1 2.2
部屋線 105.4 1.4
真名子線 44.0 0.5
金崎線 18.5 0.4
大宮国府線 12.8 0.4
皆川樋ノ口線 26.4 0.4
藤岡線 33.0 0.5

 

試行運行の実施状況

　

蔵
タ
ク
及
び
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、
平
成
25
年
度
末
ま
で
の
試
行
運

行
期
間
中
に
、
利
用
状
況
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

踏
ま
え
て
運
行
内
容
の
見
直
し
・
改
善
を
行
い
ま
す
。

　

特
に
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
平
均
乗
車
密
度
が
常
時
1.0

を
下
回
る
場
合
は
、
廃
止
も
含
め
て
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
日
常
生
活
や
市
内
散
策
の
足
と
し
て
、
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

 

交
通
防
犯
課 

☎
21
‐
２
１
７
０

※
平
均
乗
車
密
度
：
始
点
か
ら
終
点
ま
で
平
均
し
て
常
時

バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
人
数
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ

ん
の
通
勤
・
通

学
・
通
院
・
買

い
物
な
ど
の
日

常
生
活
の
足
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
新
生
栃
木
市
の
一
体
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、「
蔵
タ
ク
」
及
び
「
ふ
れ

あ
い
バ
ス
」
の
試
行
運
行
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
10

～
12
月
分
の
利
用
実
績
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期

予
防
接
種
は
、
受
け
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
の
お
子
さ
ん
に
は
、
通

知
書
・
予
診
票
を
４
月
に
お
送

り
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
接
種
を

し
て
い
な
い
お
子
さ
ん
は
、
全

額
公
費
負
担
で
受
け
ら
れ
る
平

成
25
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

に
必
ず
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

◎
麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）

◆
２
期　
【
年
長
児
】
平
成
18

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４

月
１
日
生
ま
れ

◆
３
期　
【
中
学
校
１
年
生
】

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◆
４
期　
【
高
校
３
年
生
】
平

成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

年
４
月
１
日
生
ま
れ

◎
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）

◆
小
学
校
６
年
生　

平
成
12
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月

１
日
生
ま
れ

【
受
け
方
】

・
接
種
場
所　

市
内
協
力
医
療

機
関　

※
要
予
約

・
料
金　

無
料
（
３
月
31
日
ま

で
）
４
月
以
降
は
有
料

・
持
っ
て
い
く
も
の　

母
子
健

康
手
帳
と
予
診
票
（
必
要
事
項

を
記
入
し
た
も
の
）

★
何
ら
か
の
理
由
で
市
外
の
医

療
機
関
で
受
け
る
場
合
や
、
予

診
票
等
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
事
前
に
問
合
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
市
外
医
療
機
関
で
予
防
接
種

を
受
け
た
場
合
の
扶
助
費
申
請

に
つ
い
て

◇
申
請
期
限　

接
種
後
１
年
以

内
に
、
本
庁
健
康
増
進
課
ま
た

は
、
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
助
成

金
は
口
座
振
込
で
す
）

◇
申
請
に
必
要
な
も
の（
５
点
）

①
扶
助
費
支
給
申
請
書
②
医
療

機
関
の
領
収
書
③
予
診
票
の
写

し
、
ま
た
は
母
子
健
康
手
帳
④

振
込
先
の
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
⑤
印
鑑

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
１

全
額
公
費
負
担
は
３
月
31
日
ま
で

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
本
市
の
図
書
館
の
あ
る
べ
き
姿

や
図
書
館
が
目
指
す
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、「
栃
木
市

図
書
館
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
、
昨
年
12
月
31
日
現
在
、
総

額
は
８
５
，
６
２
４
，
７
０
８

円
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に
送
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
は
、次
の
通
り
で
す
。

お
名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載

し
ま
す
。　
　
　

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　

ナ
カ
ム
ラ　

ケ
ン
サ
ク
／
石

川
猛
／
社
団
法
人
栃
木
青
年
会

議
所
／
栃
木
市
大
平
地
域
の
ひ

ろ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
連

絡
協
議
会
／
よ
さ
こ
い
大
平
連

合
会
／
栃
木
市
都
賀
図
書
館
／

栃
木
市
図
書
館
西
方
分
館

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
２

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

妊
婦
に
や
さ
し
い

　
　
　

環
境
づ
く
り
を

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
は
、

周
り
の
人
に
お
腹
に
赤
ち
ゃ

ん
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
方
を

見
か
け
た
ら
、
温
か
い
思
い

や
り
、
気
遣
い
を
お
願
い
し

ま
す
。
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　11 月から３月までの期間、本市では節電や
温暖化防止対策として「暖房室温 20℃」「あっ
たかアイテムを取り入れよう」などウォームビ
ズを実施しています。
　皆さんのご理解ご協力をお願いします。

 環境課 ☎ 21 ‐ 2601

WARM　BIZ　２０１３

箱
森
西
部
土
地
区
画
整
理

事
業
地
内
保
留
地
を
販
売

　

栃
木
市
箱
森
西
部
土
地
区
画

整
理
組
合
で
は
、
住
環
境
の

整
っ
た
保
留
地
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

住
宅
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る

方
や
土
地
を
お
探
し
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
販
売
箇
所　

21
区
画
（
平
成

25
年 

１
月
15
日
現
在
）

■
申
込
み
の
際
必
要
な
も
の

①
申
込
書（
組
合
指
定
の
も
の
）

②
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証

等
）
③
住
民
票
（
家
族
全
員
記

載
の
も
の
）
④
印
鑑
（
認
印
可
）

⑤
申
込
保
証
金
（
10
万
円
）

○
最
寄
交
通
施
設

　

東
武
日
光
線
・
宇
都
宮
線「
新

栃
木
駅
」
ま
で
約
2
・
７
㌔

○
学
区

　

栃
木
市
立
栃
木
中
央
小
学

校
、
栃
木
市
立
栃
木
西
中
学
校

○
環
境
条
件

・
上
水
道
利
用
可
能

・
公
共
下
水
道
利
用
可
能

○
用
途
地
域

　

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
（
建
ぺ
い
率
50
％
、
容
積
率

80
％
）

○
地
区
計
画

　

箱
森
西
部
地
区
計
画

○
土
地
面
積

２
３
４・０
０
㎡
～
２
３
６・７
５
㎡

○
土
地
価
格

　地元猟友会の協力により農作物を
荒らしたり、人や家畜に危害を及ぼ
すカラス・ドバトの駆除を、実施い
たします。
　実施する地域は、栃木地域の山林・
田畑、巴波川浄化センターや太平山
の周辺、永野川・思川の河川敷です。
　予備日は、翌週 16 日（土）、17
日（日）です。
　ご協力をお願いします。

 農林課 ☎ 21 ‐ 2557

カラス等の駆除を実施
３月９日（土）、10 日（日）
日の出から日の入りまで

    

　

６
５
６
万
円
～
７
２
０
万
円

※
詳
し
く
は
栃
木
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

栃
木
市
箱
森
西
部
土
地
区
画
整

理
組
合
事
務
局
（
都
市
計
画
課

内
）
☎
21
‐
２
６
１
３

　

青
少
年
期
の
健
康
を
保
持
す

る
た
め
に
は
、
心
身
に
害
を
な

す
喫
煙
等
を
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

　

特
に
、
青
少
年
の
非
行
防
止

の
た
め
に
も
、
喫
煙
防
止
が
重

要
で
す
。
青
少
年
期
か
ら
の
防

止
は
大
人
の
喫
煙
者
を
減
少
さ

せ
、
将
来
の
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

未
成
年
者
の
喫
煙
は
法
律
で

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
、

学
校
、
地
域
、
職
場
な
ど
の
地

◎
青
少
年
の
喫
煙
防
止
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

◎
安
全
・
安
心
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

◎
青
少
年
に
関
す
る
相
談
は
、
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
民
文
化
の
振
興

や
個
性
的
な
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
文
化

振
興
基
金
を
設
け
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
文
化
振
興
基
金
に

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

定
例
教
育
委
員
会
開
催

　
３
月
の
定
例
教
育
委
員

会
を
３
月
15
日
（
金
）
14

時
か
ら
吹
上
公
民
館
（
吹

上
町
）
で
開
催
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
☎
21
‐
２
７
１
１

◎
喫
煙
防
止
を
進
め
よ
う

◎
安
全
・
安
心
に

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

◎
青
少
年
に
関
す
る
相
談
は

　
　

気
軽
に
電
話
く
だ
さ
い

域
社
会
全
体
で
青
少
年
の
喫
煙

防
止
を
も
う
一
度
考
え
、
喫
煙

を
助
長
し
な
い
よ
う
な
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
な

も
の
で
す
。
し
か
し
一
方
で
親

の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
、

有
害
情
報
が
含
ま
れ
る
サ
イ
ト

に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
り

個
人
情
報
を
書
き
込
ん
だ
り
し

て
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
よ

う
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、

有
害
情
報
か
ら
守
り
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

使
い
方
は
子
ど
も
任
せ
に
せ

ず
、
親
子
で
話
し
合
っ
て
、
家

庭
内
で
の
ル
ー
ル
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

◇
相
談
日　

毎
週
月
～
金
曜
日

◇
時　

間　

９
時
～
17
時

◇
問
合
先　

青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
（
市
民
会
館
内
／
日
ノ
出

町
）
☎
23
‐
６
５
６
６

　

次
の
方
か
ら
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
協
力
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

《
団
体
》

大
平
陶
芸
会
様

　
　
　
　
　

１
０
、０
０
０
円

栃
木
大
平
菊
友
会
様

　
　
　
　
　
　

５
、０
０
０
円

《
個
人
》

喜
多
川
儀
久
様

　
　
　
　

１
０
０
、０
０
０
円

 

文
化
課 

☎
21
‐
２
７
４
１

　英国皇太子ご夫妻の来日で起こったダイ
アナフィーバー、たけし軍団の写真誌編集
部殴り込み事件、バブル経済が始まったと
されるこの年。
　旧西方村が人口増加対策の一環として取
り組んだ初めての宅地造成が完成、分譲を
開始するという記事。キャッチフレーズは

「緑豊かな環境で、潤いのある生活をして
みませんか」と紹介されている。
　この居林宅地分譲（43 区画）には、72
件の申し込みがあり、公開抽選により譲受
人を決めた。昭和 62 年度に行われた居林
第２期宅地分譲（24 区画）では、85 件の
申し込があり競争倍率は 3.5 倍を超える人
気となった。

　その後も旧西方町では、同地区内で宅地
分譲を行い、現在、１区画（351.69 平方㍍）
について、市有地売払物件として販売申し
込みを受け付けている。
　なお、現在当該分譲地は、居林自治会と
して 72 世帯が居住している。

　
「
温
故
知
新
市
」
は
、
か
つ
て
の
市
内
の
様
子
を
当
時
の
新
聞
記
事
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
61
（
１
９
８
６
）
年
３
月
23
日
付
「
人
口
流
出
の
歯
止
め
策
と
し
て
初
の
宅
地
造
成
、
分
譲
開
始
へ
」　　
　
　
　

下
野
新
聞
か
ら
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サービス内容がプラスに作用した
事務事業

サービス内容がマイナスに作用した
事務事業

栃木地域 赤ちゃん誕生祝金、
敬老会事業費補助など 24 件 私立幼稚園教育助成補助 * １件

大平地域 市民活動推進補助事業、
特定健康診査事業など 21 件 赤ちゃん誕生祝金、

敬老会事業費補助など 12 件

藤岡地域 市民活動推進補助事業、
敬老会事業費補助など 34 件 中学生海外派遣事業、

資源物回収活動団体報償金など 5 件

都賀地域 市民活動推進補助事業、
赤ちゃん誕生祝金など 42 件 中学生海外派遣事業、

敬老会事業費補助など ７件

西方地域 市民活動推進補助事業、
赤ちゃん誕生祝金など 32 件 資源物回収活動団体報償金、

敬老会事業費補助など ５件

わかりやすく教えて！
市民からの質問に答える

　１市４町が合併して市役所のいろいろなサービスが統一されまし
たが、合併前よりも良くなったものもありますが、反対に悪くなっ
たものもあるような気がします。それから、合併前の市や町ごとに
見ると、特定の地域ばかりが良くなっているような気がします。実
際にはどうなのでしょうか？

　現在の栃木市の行政サービスは、合併前の旧市町と比較して、サー
ビス水準をできるだけ維持するよう調整し、事務事業の一元化を図っ
てまいりました。平成２４年１２月末現在で調査したところ、大部
分の事務事業は合併前のサービス水準を維持するか、プラスに作用
していますが、一部、財政運営上の理由や新しい事業に切り替える
ため、地域によってはサービスがマイナスに作用した事務事業もあ
ります。

○大部分の行政サービスは合併前の水準を維持しています。

○行政サービスがプラスに作用した件数は、
　全ての地域でマイナスに作用した件数を大きく上回っています。

　合併後にサービス内容が大きく変化した事務事業は、全体の事務
事業（約 2,000 件）の中では一部です。なお、サービス内容が変化
した事務事業を各地域別に見ると、いずれの地域もサービス内容が
プラスに作用した事務事業数がマイナスに作用した事務事業数を大
きく上回っています。

　新市の事務事業の内容は、合併協議の場において旧市町の代表者
が協議し確認したものであり、新市発足以降に調整した事務事業に
ついても特定の地域に偏ることなく市域全体に配慮し、調整を行っ
ています。
　なお、合併前の各市町の行政サービスの水準や事業内容は、当然
のことながら全てが同一ではありませんでした。
　そのため、地域によっては合併前から取り組んでいた事業が新市
に引き継がれて現在も行われていたり、あるいは事務事業の一元化
によって一部の行政サービスが合併前に比較してプラスまたはマイ
ナスに作用したりしていますが、特定の地域が特に優遇されるとい
うことはありません。

○特定の地域が優遇されてはいません。

○オール栃木の視点で

　新生栃木市が、オール栃木として飛躍するためには、市民の皆
さんに栃木市民としての一体感を持っていただくことが不可欠です。
そのためには、地域の枠を越えて栃木市民として同じ行政サービス
を受けられるようにしなければ一体感は生まれません。
　市では、事務事業の一元化に限らず、全ての事業執行において、オー
ル栃木の視点で公平な行政運営に努めています。

行政サービスの均一化について

○参考　サービスが変化した主な事務事業の比較表
※地域（旧市町）ごとに、サービスがプラスに作用した（マイナスに作用した）主な事務事業

（合併推進室）

　栃木地域の私立幼稚園教育助成補助は減額になっていますが、私立幼稚園子育て支援事業費補助を増額し、私立幼稚園に対する補助総額では合併前の
水準を維持しています。*

No. 事業内容 栃木 大平 藤岡 都賀 西方 サービスのプラス・マイナスの内容
1 中学生海外派遣事業 ○ ▲ ▲ ▲ ○ 栃木・西方は新規導入、他は派遣人員の縮小
2 消防団員報酬 ○ ― ○ ○ ○ 報酬額を一定の基準に統一
3 定住希望者住宅新築等補助金 ○ ― ○ ○ ○ 制度を市全域に拡充
4 市民活動推進補助事業費 ○ ○ ○ ○ ○ 旧栃木市の市民協働まちづくりファンド助成事業を拡充
5 消費生活センター運営費 ― ○ ○ ○ ○ 市全域を所管する消費生活相談員５人を配置
6 特定健康診査事業 ○ ○ ○ ○ ― 栃木・大平・藤岡・都賀は自己負担あり　→　自己負担なし
7 重度心身障がい者医療費助成事業 ○ ○ ― ○ ― 栃木・大平・都賀は一部自己負担あり　→　自己負担なし
8 こども医療費助成事業 ○ ○ ○ ○ ○ 中学 3 年生まで補助拡大
9 妊産婦・ひとり親医療費助成事業 ○ ○ ― ○ ― 栃木・大平・都賀は自己負担あり　→　自己負担なし

10 住宅用太陽光発電システム設置補助 ○ ▲ ○ ○ ○ 制度を市全域に拡充（大平は補助単価が減）
11 資源物回収活動団体報償金 ○ ▲ ▲ ▲ ▲ 報償単価の統一
12 家庭児童相談事業 ― ○ ○ ○ ○ 市全域を所管する家庭相談員３人を配置
13 養育支援家庭訪問事業 ― ○ ○ ○ ○ 市全域を所管する養育支援員２人を配置
14 ファミリー・サポートセンター事業 ― ― ○ ○ ○ 藤岡・都賀・西方は制度なし　→　制度を市全域に拡充
15 赤ちゃん誕生祝金 ○ ▲ ▲ ○ ○ 現栃木市：第２子＝１万円、第３子以降＝２万円
16 敬老会事業費補助 ○ ▲ ― ▲ ▲ 補助額の統一（80 歳以上一人 1,000 円）
17 単位老人クラブ補助金 ― ○ ― ○ ▲ 補助金額を一定の基準に統一
18 はつらつセンター事業 ○ ― ○ ○ ○ 制度を市全域に拡充
19 紙おむつ購入費助成事業 ○ ○ ― ○ ○ 対象者：要介護３以上で常時使用者、月額 3,500 円
20 予防接種事業（小児インフルエンザ予防接種助成） ○ ○ ― ○ ― 制度を市全域に拡充
21 妊婦健康診査事業（妊婦歯科検診） ― ○ ○ ○ ○ 制度を市全域に拡充
22 中小企業緊急景気対策特別資金融資 ― ○ ○ ○ ○ 制度を市全域に拡充
23 中小企業創業資金融資 ― ○ ○ ○ ○ 制度を市全域に拡充

凡例　○　サービスがプラスに作用したもの（新規導入、補助金増額、事業内容の拡充など）
　　　▲　サービスがマイナスに作用したもの（補助金減額、対象者縮減、事業廃止など）
　　　―　従前と同じ（ ）

問合先　合併推進室☎ 43 ‐ 9203
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ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
⑫

  

子
ど
も
の
甘
え
を

　
　
　
　
　
　
受
け
入
れ
る
こ
と

　

子
ど
も
は
親
に
甘
え
る
こ

と
で
安
心
感
を
得
た
り
、
心

の
痛
み
を
癒
や
し
た
り
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
学
校
で
の

出
来
事
な
ど
を
親
に
話
そ
う

と
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
子
ど
も
の
話
を

よ
く
聞
か
ず
に
「
今
は
忙
し
い

か
ら
後
で
ね
」「
叱
ら
れ
た
の
は
、

き
っ
と
あ

な
た
が
悪

か
っ
た
の

で
し
ょ
う
」

な
ど
と
言

う
と
、
子

ど
も
は
安

心
感
を
得
ら
れ
ず
、
心
の
痛
み

も
癒
や
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
が
親
に
話
を
聞
い

て
欲
し
い
と
き
は
、
子
ど
も

が
親
に
甘
え
た
い
時
で
す
。

忙
し
く
て
も
少
し
の
時
間
子

ど
も
の
話
に
耳
と
心
を
傾
け

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
、「
甘
や
か
す
」
と
は
、

親
が
子
ど
も
の
た
め
と
称
し

て
必
要
以
上
に
子
ど
も
の
世

話
を
や
き
、
子
ど
も
が
自

分
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
親
が
代
わ
っ
て
や
る

こ
と
で
す
。
子
ど
も
の
成
長

に
と
っ
て
大
き
な
マ
イ
ナ
ス

と
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

 

生
涯
学
習
課 

☎
21
‐
２
７
３
１

平成 24 年中
火災、救急、救助白書

　市内の火災件数は、73 件で前年にくらべ５件の増加で
火災種別の上位は「その他の火災」「建物火災」の順になっ
ています。
　死者は４人（前年比４人減少）、負傷者は１人（前年比
５人の減少）です。
　建物火災は 32 件（前年比３件増加）、全焼棟数は 15 棟

（前年比６棟減少）です。
　損害額は 111,045 千円で前年にくらべ 17,311 千円の
減少で、出火原因の上位は「たき火」「放火」「放火の疑い」
の順です。
　火災１件当たり消防職・団員が約 48 人出動しています。
＊たき火を行うときや、コンロを使うときはそばを離れな
いようにしましょう。
＊住宅用火災警報器を取り付けて命を守りましょう。

　救急出場件数は、5,193 件で前年に
くらべ 169 件の減少で、搬送人員は
4,733 人で前年にくらべ 137 人減少
しています。
　事故種別の上位は「急病」「交通事
故」の順になっています。
＊救急車が出動中の場合は、消防車
が出動し応急手当を行います。
　救助出動件数は、118 件で前年に
くらべ 35 件の減少です。
　活動件数は 40 件で前年にくらべ
30 件の減少で、活動種別の上位は「交
通事故」「その他」の順です。
　その他の災害の出動件数は管内で
540 件、前年にくらべ 40 件の増加で
す。
　出動種別の上位は「支援」（救急隊・
ドクターヘリの活動支援等）「危険排
除」（交通事故等による油漏れ等）で
す。
　消すまでは　
　　　　出ない行かない
　　　　　　　　　　　　離れない
消防本部予防課
　　　　☎ 22 ‐ 0119 ガイダンス３

　

市
民
の
皆
様
の
安
心
、
安
全
の
確
保
に
向
け
平
成
24

年
度
車
両
更
新
計
画
に
基
づ
き
、
栃
木
市
消
防
署
に
高

規
格
救
急
自
動
車
が
配
備
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
規
格
救
急
自
動
車
は
、
救
急
業
務
の
高
度
化
に
対

応
す
る
た
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
半
自
動
除
細
動
器
）
や
人
工

呼
吸
器
な
ど
の
資
器
材
が
積
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
救
急
出
場
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

真
に
緊
急
を
要
す
る
方
の
た
め
に
、

　
　
　
　
　
救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
本
部
警
防
課 

☎
22
‐
０
１
１
９
ガ
イ
ダ
ン
ス
４

市
消
防
署
・
高
規
格
救
急
車
を
更
新

大
臣
賞
や
優
秀
賞
に
輝
く

栃
木
農
業
高
校
環
境
科
学
部

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
１
回
エ
コ
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣
賞

　

社
会
貢
献
組
織
イ
オ
ン
１
％

ク
ラ
ブ
主
催
第
１
回
エ
コ
ワ
ン

グ
ラ
ン
プ
リ
で
、
準
グ
ラ
ン
プ

◎第１回エコワングランプリ　　　　 文部科学大臣賞
◎全国高校生　みんなＤＥ笑顔プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　優秀賞
◎ 2012 地球にやさしい作文・活動報告コンテスト

　　　　　　　　　　　内閣総理大臣賞

リ
に
あ
た
る
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。「
ヨ
シ
の

恵
み
で
環
境
保
全
活
動
～
と
り

も
ど
せ
農
村
の
ヨ
シ
産
業
・
足

尾
の
緑
」
と
題
し
た
発
表
で
、

遊
水
地
の
ヨ
シ
を
使
っ
た
ヨ
シ

ズ
作
り
復
活
や
ヨ
シ
堆
肥
の
考

案
、
省
エ
ネ
貢
献
や
地
場
産
業

の
活
性
化
を
地
域
一
体
と
な
っ

て
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
高
校
生
　
み
ん
な
Ｄ
Ｅ
笑

顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
優
秀
賞

　

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会

主
催
全
国
高
校
生　

み
ん
な
Ｄ

Ｅ
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
地
域

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
門

で
、
優
秀
賞
を
受
賞
。

　
「
ヨ
シ
の
恵
み
で
農
と
環
境

の
村
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

挑
戦
」
は
、
長
年
の
地
道
な
活

動
や
、
ヨ
シ
堆
肥
・
皮
付
き
ヨ

シ
ズ
の
開
発
な
ど
地
域
ぐ
る
み

で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
今
後
の
知
識
の
共
有
化
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
発
展

を
期
待
し
た
い
と
の
受
賞
で
し

た
。

２
０
１
２
地
球
に
や
さ
し
い
作

文
・
活
動
報
告
コ
ン
テ
ス
ト
内

閣
総
理
大
臣
賞

　

読
売
新
聞
社
主
催
２
０
１
２

地
球
に
や
さ
し
い
作
文
・
活
動

報
告
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
同
部
の

３
年
生
竹
中
紗
矢
佳
さ
ん
が
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。「
ヨ
シ
の
恵
み
で
環
境
保

全
活
動
～
よ
み
が
え
れ
足
尾
の

緑
・
農
村
の
ヨ
シ
ズ
産
業
」
と

い
う
題
で
、
地
場
産
業
の
ヨ
シ

ズ
作
り
の
復
活
と
ヨ
シ
た
い
肥

を
活
用
し
た
足
尾
へ
の
植
樹
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
部
門
で
計
１
万
６
千

32
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
中
、

栄
え
あ
る
第
１
位
に
あ
た
る
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

 

秘
書
広
報
課 
☎
21
‐２
２
２
６

第 5
1 回電話

応対コンクール全国大会

三澤教子さん（ケーブルテレビ）が優勝

　

公
益
財
団
法
人
日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会
主
催
第
51
回
電
話

応
対
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
三
澤
（
旧
姓
・
上か
み
と斗
米ま
い

）
教
子
さ

ん
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
正
し
く
美
し
い
日
本
語
を
守
り
伝
え
、
顧
客
満
足
向

上
を
目
指
し
た
電
話
応
対
の
技
能
を
競
い
合
う
も
の
で
、
１
万
人

以
上
が
参
加
し
た
都
道
府
県
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
57
人
の
選
手
が

出
場
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
実
務
で
電
話
の
向
こ
う
側
に
笑
顔
が
見
え
る

対
応
を
心
が
け
て
い
る
、
日
々
の
努
力
と
ス
キ
ル
を
如
何
な
く
発

揮
し
、
県
と
し
て
初
と
な
る
日
本
一
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

三
澤
さ
ん
は
「
職
場
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
仲
間
の
協
力
と
励

ま
し
が
力
と
な
り
、が
ん
ば
れ
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

秘
書
広
報
課 

☎
21
‐
２
２
２
６

県初の日本一

▲栃木県で初めての日本一。市役所を訪れ、
鈴木市長に報告する三澤さん（左）

▲各賞の受賞について市長（中央）を表敬訪問した同部のみなさん

　

５
月
15
日
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
、
住
民
票
の
写

し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。「
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）」
と
「
事
前
の
利
用

者
登
録
」
が
必
要
で
す
。
利
用

者
登
録
は
、
４
月
15
日
か
ら
次

の
窓
口
で
開
始
し
ま
す
。

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
利
用
者
登
録

の
受
付
窓
口
】

▽ 
 

市
民
生
活
課

▽
各
総
合
支
所
生
活
環
境
課　

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
利
用
者
登
録

手
続
き
は
、
本
市
に
住
民
票
の

あ
る
本
人
（
15
歳
未
満
の
方
、

成
年
被
後
見
人
を
除
く
）
が
、

①
住
基
カ
ー
ド
と
住
基
カ
ー
ド

の
暗
証
番
号
②
顔
写
真
付
き
の

本
人
確
認
書
類
③
印
鑑
登
録
証

を
持
ち
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

既
に
印
鑑
登
録
を
行
っ
て
い

る
方
は
、
利
用
者
登
録
の
際
、

住
基
カ
ー
ド
と
印
鑑
登
録
証
を

一
本
化
し
、
印
鑑
登
録
証
を
回

収
し
ま
す
。
代
理
人
に
よ
る
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な

い
方
は
、
別
途
住
基
カ
ー
ド
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
・
証

明
書
の
交
付
時
間
】

　

全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

（
平
成
25
年
中
に
取
り
扱
え
る

コ
ン
ビ
ニ
が
増
え
る
予
定
）
６

時
30
分
～
23
時
（
12
月
29
日
～

1
月
3
日
の
年
末
年
始
・
機
器

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
を
除
く
）

【
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録

証
明
書
発
行
手
数
料
】

▽
コ
ン
ビ
ニ
交
付　

１
８
０
円

▽
庁
舎
窓
口
・
自
動
交
付
機

２
０
０
円

 
市
民
生
活
課 

☎
21
‐
２
１
４
７

　
　
　
　
　
　

 

☎
21
‐２
１
４
8

５
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

４
月
15
日
か
ら
市
の
窓
口
で

事
前
の
利
用
者
登
録
開
始
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相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

３/ ７（木）22（金）
10:00 ～ 12:00

本庁／ 本 市民生活課　
☎ 21‐2144

３/21（木）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

４/16（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課
☎ 62‐0903

○総合相談（行政・人権・家庭児童・青少年） ３/ ７（木）22（金）
10:00 ～ 12:00 本庁／ 本 市民生活課　

☎ 21‐2144〇宅地建物相談（土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談）

３/ ７（木）
10:00 ～ 12:00

○合同相談（行政・人権・心配・困りごと）

３/12（火）
9:30 ～ 11:30

ふるさとふれあい館／ 大  生活環境課　　
☎ 43‐9211 ※行政相談は行いません

３/26（火）
9:30 ～ 11:30

老人憩いの家／ 都 生活環境課
☎ 29‐1102

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁／ 本 市民生活課　　　　
☎ 21‐2144

○消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:00

市民会館／消費生活センター
☎ 23‐8899

○年金相談 ３/23（土）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

○外国人相談 ３/16（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

○行政相談

３/12（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課　　　　　
☎ 62‐0903

３/18（月）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／ 西 生活環境課
☎ 92‐0308

○人権相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15

厚生センター・大平隣保館／人権推進課
☎ 24‐2444 ☎ 43‐6611・0120‐46‐7830

４/10（水）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／人権推進課
☎ 43‐6611

３/18（月）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／人権推進課
☎ 43‐6611

○いじめ相談電話（土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外は
留守番電話・FAX）

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター　 
☎ 24‐0667　FAX23‐6566

○青少年相談（非行問題・不登校など）　 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター
☎・FAX23‐6566

○女性のチャレンジ電話相談
（就職・再就職の相談）

火～木曜日
9:00 ～ 16:00

パルティとちぎ男女共同参画センター
☎ 028‐665‐8724

○家庭児童相談
　（0 ～ 17 歳の子どもとその家族）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／家庭児童相談室
☎ 21‐2514

○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／ 本こども課
☎ 21‐2513

本＝本庁舎
大＝大平総合支所
藤＝藤岡総合支所

都＝都賀総合支所
西＝西方総合支所

相談業務のご案内
ご相談はお気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。 くらしの窓

　

就
職
や
進
学

等
で
新
生
活
を

始
め
る
あ
な
た

に
忍
び
寄
る

様
々
な
危
険
。

た
と
え
ば
…

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

　
「
覚
え
の
な
い
サ
イ
ト
料

金
が
未
払
い
だ
、
至
急
連
絡

を
と
の
メ
ー
ル
が
来
た
」、

「
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
い
き
な

り
登
録
完
了
、
料
金
支
払
え

と
の
画
面
が
出
た
」。
そ
ん

な
時
ま
ず
は
支
払
わ
ず
、
業

者
に
連
絡
せ
ず
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

★
街
中
で

　
「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
、
と

声
を
か
け
ら
れ
事
務
所
に
連

れ
て
行
か
れ
、
買
う
つ
も
り

の
な
か
っ
た
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
契
約
し
て
し
ま
っ
た
」。

　
新
生
活
に
向
け
て

　 

と ち ぎ メ デ ィ カ ル セ ン タ ー の 診 療 体 制
医療って
なあに！？

地域

⑥

　今月は、いよいよ 4 月に迫った３病院の統合
再編後の診療体制などについてのお知らせです。
　栃木県厚生連の下都賀総合病院、下都賀郡市医
師会の医師会病院、医療法人陽気会のとちの木病
院は、4 月から新しく設立される「一般財団法人
とちぎメディカルセンター」により運営されるこ
ととなっています。
　この３病院は、切れ目のない地域医療体制を確
保するため、将来的には、主に救急やまだ症状が

安定していない患者さんを対象とする第 1 病院
（仮称）、主にリハビリテーションや慢性疾患の患
者さんを対象とする第 2 病院（仮称）、健康診断
や予防接種等を行う総合保健医療支援センター

（仮称）、介護老人保健施設に再編される計画であ
りますが、4 月以降も新病院の整備等が進むまで
のしばらくの間は、３病院ともに診療科も含め、
現在と同じ状況で運営されることとなっていま
す。診察券も、これまで同様にお使いいただけま
す。
　なお、診療等に関する不明な点などについては、
次の問合先にお尋ねください。

～ 4 月以降も３病院体制で～

下都賀総合病院☎ 22 ‐ 2551（総務課）
医師会病院　　☎ 22 ‐ 0275（医事課）
とちの木病院　☎ 22 ‐ 7722（総務課）
　また、施設整備は現在、新病院（第 1 病院（仮称））
の設計や第 2 病院（仮称）の増改築の設計を進
めており、平成 25 年度には建築工事に着手する
予定です。そして、平成 28 年４月には、新病院
の開院を始め、第 2 病院（仮称）、総合保健医療
支援センター等の整備を完了させる計画となって
います。
　市といたしましては、市民の皆さんが安心して
生活することができる医療体制の整備に向けて、
とちぎメディカルセンター構想の推進に尽力して
まいりますので、引き続きご支援とご協力をお願
いします。

　  地域医療対策室 ☎ 21 ‐ 2419

そ
う
な
ら

な
い
為
に

は
誘
い
に

乗
ら
な
い

こ
と
が
第

一。
　

不
本
意

に
も
契
約

し
て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

★
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら

　
「
お
金
が
足
り
な
か
っ
た

け
れ
ど
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
欲
し
い
物
を
買
っ
た
。
遊

ぶ
お
金
も
借
り
た
。
リ
ボ
払

い
な
ら
支
払
い
も
大
丈
夫
。

で
も
い
つ
払
い
が
終
わ
る
の

だ
ろ
う
。
金
利
は
ど
れ
く
ら

い
？
」。
無
計
画
な
カ
ー
ド

の
利
用
を
き
っ
か
け
に
、
多

重
債
務
に
陥
る
事
例
は
多
数

あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
自
分
の
お
金
を
納

得
し
て
使

う
た
め
に
、

契
約
前
に

本
当
に
必

要
か
、
今
一

度
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
先　

市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
市
民
会
館
／
日
ノ

出
町 

☎
23
‐
８
８
９
９
）



広報とちぎ　３月号   　　　　　　　　　　　　　　　　2013（平成 25）年２月 20 日　発行9

平成 25 年度前期講座受講生募集

講

座

特
養
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

　
　
　
　

整
備
事
業
者
を
募
集

　

平
成
25
年
度
に
施
設
整
備
を

行
う
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
・
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
事
業
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
整
備
予
定
施
設
等　

①
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム　

１
施
設（
定
員
29
人
・

３
ユ
ニ
ッ
ト
）
整
備
予
定
地
域

…
…
栃
木
地
域
・
都
賀
地
域
・

西
方
地
域

②
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
１
施
設
（
定
員
18
人
・

２
ユ
ニ
ッ
ト
）
整
備
予
定
地
域

…
…
栃
木
市
内
全
域

◆
応
募
資
格　

○
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム　

募

集

☆
市
営
住
宅

○
城
内
市
営
住
宅
（
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
の
申
込

住
戸
、
単
身
可
）

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅
（
20
歳
未
満

の
子
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
申
込
住
戸
）

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
城
内
南
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
城
内
南
第
２
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
本
町
市
営
住
宅　
　
　
　

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
神
田
市
営
住
宅
（
単
身
可
）

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
川
原
田
市
営
住
宅　
　
　

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

◆
申
込
期
間　

３
月
５
日（
火
）

入
居
者
募
集
情
報

集う♪学ぶ♪愉しむ♪

新
製
品
等
開
発
支
援
事
業
補
助
金

　

市
で
は
、
新
製
品
・
新
技
術

の
研
究
開
発
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
申
請
受
付　

４
月
１
日（
月
）

～
26
日
（
金
）　

◆
対
象　

市
税
の
滞
納
が
な

く
、
栃
木
市
内
で
1
年
以
上
同

一
事
業
を
営
ん
で
い
る
中
小
企

業
者
に
よ
る
、
本
補
助
金
と
同

種
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
事

業◆
内
容　

本
補
助
金
審
査
会

（
5
月
実
施
予
定
）
に
お
い
て

採
択
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
、

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
に

相
当
す
る
額
、
上
限
１
０
０
万

円
ま
で
補
助
し
ま
す
（
予
算
の

　

男
女
共
同
参
画　

標
語
・　

　

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

と
ち
ぎ
・
皆
川
市
民
農
園

　
　
　
　
　

   

利
用
者
募
集

～
11
日
（
月
）
8
時
30
分
～
17

時◆
入
居
日　

４
月
１
日
（
月
）

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

 

施
設
管
理
課 

☎
21
‐
２
６
２
３

講座期間　４月～８月（講座により回数が異なります）
時　　間　18 時 30 分～ 21 時（講座によって開催場所・時間が異
　　　　　なります）
受講資格　市内在住か在勤の 35 歳位までの青少年
受 講 料   無料（ただし教材費などは自己負担、ほか利用者会費 500 円）
応募方法　ホーム備え置きの申込用紙で申し込みください。
募集期間　３月１日（金）～（先着順）
受付時間　平日 13 時～ 21 時まで（受付時に日程表を配布）
そ の 他  ストレッチ系ヨガ・そば打ちは 14 時から開始です。
　　　　　持ち物等、詳細は下記へ。

問合先　大平勤労青少年ホーム（大平町蔵井／☎ 43 ‐ 5191）
※受付時間　13 時～ 21 時

大平勤労青少年ホーム

健
康
あ
っ
ぷ
講
座
（
運
動
編
）

◆受付予定日：４月   5 日（金）～ 11 日（木）
◆受講料：１千円（保険料含む。教材費は実費）
◆その他：電話受付不可。直接来館ください。１人１講座。定員を超
　　　　　えた場合抽選。講座内容は変更になる場合あり。
◆申込み：勤労者総合福祉センター（今泉町１丁目／☎ 27 ‐ 7140）
　　　　　　　　　　　　　　         （休館日：火曜日・祝祭日）

勤総センター平成 25 年度第 1 期自主講座参加者募集

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
寿
園

　
　
　

  

講
座
受
講
生
募
集

　

前
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。

◆
日
時　

４
月
～
９
月

○
健
康
料
理
教
室
＝
毎
月
第
２

水
曜
日
10
時
～
12
時

○
男
の
料
理
教
室
＝
毎
月
第
４

火
曜
日
10
時
～
12
時

○
気
功
体
操
教
室
＝
毎
月
第

２
・
第
４
水
曜
日
14
時
～
16
時

○
太
極
拳
教
室
＝
毎
週
月
曜
日

10
時
～
12
時
※
太
極
拳
教
室
の

み
１
年
間
の
受
講
。

◆
場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

長
寿
園
（
薗
部
町
２
丁
目
）

◆
対
象　

市
内
在
住
の
方
（
男

の
料
理
は
男
性
の
み
）

◆
定
員　

各
講
座
30
人
（
先
着

順
）

生
活
に
生
か
す
書　
　

◆
日
時　

３
月
４
日
（
月
）
10

時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

勤
総
セ
ン
タ
ー
職
業

技
能
講
習
室（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
20

人◆
内
容　

筆
を
通
し
て
、
日
常

生
活
を
楽
し
む
為
の
ア
イ
デ
ア

と
基
礎
的
な
筆
使
い
を
学
ぶ
講

座
で
す
。
例
・
玄
関
に
飾
る
ハ

ガ
キ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
添
え
る

一
言
、
他

◆
費
用　

千
円
（
教
材
費
）

◆
持
ち
物　

書
道
用
具
一
式

（
半
紙
含
む
）

◆
申
込
・
問
合
先　

勤
労
者

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
27
‐

７
１
４
０

◆
日
時　

３
月
７
日
（
木
）
10

時
～
11
時
（
受
付
９
時
40
分

～
）

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

◆
対
象　

74
歳
ま
で
の
市
民
30

人◆
内
容　

音
楽
に
合
わ
せ
て
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
カ
ラ
ダ
を
動
か
す

運
動
（
運
動
で
き
る
服
装
・
タ

オ
ル
・
室
内
用
運
動
靴
・
飲
み

物
持
参
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

３
月
６
日

（
水
）
ま
で

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
２

範
囲
内
で
補
助
）。
な
お
、
制

度
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
申
請
前
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

 

商
工
観
光
課 

☎
21
‐
２
５
０
４

①
既
存
の
社
会
福
祉
法
人
で

あ
っ
て
主
た
る
事
務
所
が
栃
木

県
内
に
あ
る
者　

②
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
よ

う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
住
所

が
栃
木
県
内
に
あ
る
者

○
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム

①
既
存
の
法
人
で
あ
っ
て
、
主

た
る
事
務
所
、
支
店
、
営
業
所

等
が
栃
木
県
内
又
は
栃
木
市
に

隣
接
す
る
県
外
市
町
に
あ
る
者

◆
申
込
み　

施
設
整
備
を
予
定

す
る
事
業
者
は
、報
告
様
式（
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
法
人
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
報
告
者
を
記

入
の
う
え
３
月
７
日
（
木
）（
必

着
）
ま
で
に 

 

介
護
保
険
課 

☎
21
‐２
５
３
１

　

６
月
に
「
と
ち
ぎ
市
男
女
共

同
参
画
の
つ
ど
い
」
を
開
催
す

る
に
あ
た
り
、「
男
女
共
同
参

　

食
と
農
と
旬
を
体
感
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

利
用
期
間　

４
月
～

１
月
末
日

◆
場
所　

と
ち
ぎ
・
皆
川
市
民

農
園（
皆
川
城
内
町
４
４
８（
栃

木
市
聖
地
公
園
前
））

◆
内
容　

皆
川
地
区
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
員
に

よ
る
菜
園
指
導
が
あ
り
ま
す
。

農
具
・
支
柱

等
は
完
備
（
手

ぶ
ら
で
来
園

可
）。
ト
イ
レ
・

駐
車
場
有
。

苗
・
種
・
肥

料
類
の
あ
っ
せ

ん
有
。

◆
募
集
区
画　

５
区
画
（
１
区

画　

約
30
㎡
）
※
先
着
順

◆
利
用
料　

９
千
円
（
４
月
～

１
月
末
日
）

◆
申
込
・
問
合
先　

３
月
１
日

講座名 定員 曜日 時間 期間（10 回）
日常に活かす書 20 人 月 10:00 ～ 11:30

5/13 ～ 7/22押花アート 20 人 月 19:00 ～ 20:30
健康体操 50 人 月 17:00 ～ 18:30

筋力アップ講座 50 人 月 19:00 ～ 20:30
エアロビクス 50 人 水 19:00 ～ 20:30 5/15 ～ 7/17
リズム体操 50 人 木 10:00 ～ 11:30

5/16 ～ 7/18社交ダンス 男女各 15 人 木 19:00 ～ 20:30
カラー＆

メイクレッスン 20 人 木 19:00 ～ 20:30 5/16 ～ 6/13
（期間 5 回）

曜日 講座名 開催日 開催時間 回数 定員

月
ラテン系エクササイズ☆ ZUMBA ４/ １ 19:00 ～ 15 回 25 人
キレイな字を書こう！書道 ４/ １ 19:00 ～ 15 回 15 人

火
大人のたしなみ☆ゴルフ ４/ ９ 19:30 ～ 12 回 25 人
キレイに効く☆ヨガ ４/ ２ 19:00 ～ 15 回 25 人
真心包み☆ラッピング ４/ ２ 19:00 ～ 8 回 15 人

水
伝統美をまとう☆着付 ４/ ３ 18:30 ～ 10 回 15 人
はっぴぃ～プレイ！テニス ４/ ３ 19:00 ～ 15 回 25 人
リラクゼーション☆ヨガ ４/10 19:00 ～ 15 回 20 人

木
世界を広げよう！英会話 ４/ ４ 19:00 ～ 10 回 15 人
元気ハツラツゥ～☆エアロビクス ４/ ４ 18:30 ～ 15 回 25 人
みんなで歌おう☆ゴスペル ４/11 19:00 ～ 8 回 25 人

金
手作りを食卓に☆料理 ４/ ５ 18:30 ～ 15 回 20 人
お花で華やかに！華道 ４/12 18:30 ～ 8 回 15 人
南国の踊り☆タヒチアン ４/12 19:00 ～ 9 回 25 人

土
代謝 Up! ストレッチ系ヨガ ４/ ６ 14:00 ～ 10 回 25 人
名人になろう☆そば打ち ４/20 14:00 ～ 3 回 15 人

（
金
）
～
21
日
（
木
）

 

農
林
課 

☎
21
‐
２
５
５
２

◆
費
用　

健
康
料
理
・
男
の
料

理
教
室
＝
材

料
費
実
費
、

長
寿
園
利
用

料◆
申
込
・
問

合
先　

３
月
４
日
（
月
）
～
10

日
（
日
）
直
接
長
寿
園
に
（
電

話
に
よ
る
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
）
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
寿

園
☎
22
‐
０
３
３
３
※
木
曜

日
・
祝
日
は
休
館

親
子
で
ダ
ン
ス
＆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

　

家
庭
の
日
に
開
催
す
る
親
子

で
楽
し
め
る
講
座
で
す
！

◆
日
時　

３
月
17
日
（
日
）
10

時
～
12
時

◆
場
所　

勤
総
セ
ン
タ
ー
多
目

的
ホ
ー
ル
（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

子
ど
も
の
み
の
参
加
は
小
学
生

以
上

◆
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

◆
費
用　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

３
月
16
日

（
土
）
ま
で
に
勤
労
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
☎
27
‐
７
１
４
０

クラブ・同好会活動同時募集　３人以上のクラブを作ってホームを利
用しませんか？※ただし、利用者会の入会のための費用（年 500 円）
がかかります。下記まで相談ください。

画
」
に
つ
い
て
標
語
と
写
真
を

募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方　

◆
募
集
内
容

○
男
女
共
同
参
画
を
題
材
と
し

た
未
発
表
の
作
品

○
写
真
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
２

Ｌ
サ
イ
ズ

◆
そ
の
他　

作
品
は
、
男
女
共

同
参
画
広
報
紙
「
き
ら
ら
と
ち

ぎ
」
掲
載
や
公
共
施
設
へ
の
展

示
な
ど
啓
発
に
使
用
し
ま
す
。

ま
た
入
賞
者
に
記
念
品
贈
呈
。

応
募
用
紙
は
問
合
先
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

◆
申
込
・
問
合
先　

作
品
と
応

募
用
紙
を
５
月
24
日
（
金
）
必

着
で
直
接
又
は
郵
送
（
標
語
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
可
）

 

女
性
青
少
年
課
（
〒
３
２

８
‐
０
０
３
１
日
ノ
出
町
14
‐

36
市
民
会
館
内
☎
24
‐
０
３
５

１
）
又
は
各
総
合
支
所
生
活
環

境
課
へ
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時＝日時／時間　場＝場所　対＝対象　内＝内容
費＝費用　定＝定員　申＝申込・問合先　
詳細は各団体等に問い合わせください。

440 人が走り初め！新春恒例元旦マラソン大会を開
催しました !!
　元旦マラソン大会
が１月１日、総合運
動公園陸上競技場を
発着点に開催され、
親子ペアから一般ま
での 11 クラスに市内
外から 440 人の皆さ
んが参加しました。
参加者は、走り初め
で爽やかな汗を流し
ました。
　なお、各クラスの優勝者は、次の方々です。（敬
称略）
１km 親子ペア　　　　　石川昌宏・拓暉（栃木市）
１km 小学１・２年男女　　　　  鈴木柊太（市貝町）
２km 小学３・４年男子　　　　  佐藤祐輔（益子町）
３km 小学５・６年男子　　　　  池田碧生（真岡市）
２km 小学３・４年女子　　　　  藤原唯奈（真岡市）
２km 小学５・６年女子　　　　  齋藤　華（真岡市）
５km 一般女子（中高生含む）　   関上利華（真岡市）
５km 中学男子　　　　　　　   谷島　碧（益子町）
５km 一般男子（45 歳以下）　     伊藤浩嗣（鹿沼市）
５km 一般男子（46 歳以上）　    大塚政行（栃木市）
10km男子（高校生含む）　　　   松村紀幸（宇都宮市）
本スポーツ振興課☎ 25‐0930

催
し
物

第
13
回
下
野
国
庁
ま
つ
り　

～
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～

　

国
の
指
定
文
化
財
で
あ
る
下

野
国
庁
跡
と
農
村
広
場
を
会
場

に
、「
下
野
国
庁
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
郷
土
芸

能
の
発
表
・
農
産
物
の
直
売
等

を
行
い
ま
す
。

◆
日
時　

３
月
10
日
（
日
）
10

時
～
15
時

◆
場
所　

下
野
国
庁
跡
・
農
村

広
場
（
田
村
町
地
内
）
※
駐
車

場
は
、
下
野
国
庁
跡
南
側
駐
車

場

り
ん
ぽ
か
ん
ま
つ
り
開
催

◆
日
時　

３
月
10
日
（
日
）
９

時
30
分
～
15
時

◆
場
所　

大
平
隣
保
館
（
大
平

町
新
／
大
平
中
央
小
南
側
）
※

駐
車
場
は
、
大
平
中
央
小
校
庭

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
内
容　

大
平
隣
保
館
利
用
者

第
19
回
藤
岡
さ
く
ら
祭
り

◆
日
時　

４
月
６
日
（
土
）

８
時
～
19
時
、
７
日
（
日
）

８
時
～
16
時

◆
内
容　

各
種
ス
テ
ー
ジ
・

特
設
会
場
で
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。
３
月
30
日（
土
）

～
４
月
７
日
（
日
）
18
時

～
21
時
、
桜
並
木
の
ぼ
ん

ぼ
り
を
点
灯
し
ま
す
。

渡
良
瀬
バ
ル
ー
ン
レ
ー
ス

２
０
１
３

◆
日
時　

４
月
5
日
（
金
）

～
７
日
（
日
）

◆
競
技
開
始
時
間　

５
日

（
金
）・
６
日
（
土
）
６
時

30
分
・
15
時
、
７
日
（
日
）

６
時
30
分
の
み

◆
内
容　

熱
気
球
教
室
、
熱
気
球
係
留
（
有
料
）、
ス
カ
イ
ス
ポ
ー

ツ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
展
示
、
バ
ル
ー
ン
イ
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
（
夜
間
係
留
）、
打
上
げ
花
火

※
天
候
の
状
況
で
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
参
加
費　

熱
気
球
係
留
の
み
有
料

☆
共
通
事
項

◆
場
所　

渡
良
瀬
運
動
公
園
（
藤
岡
町
藤
岡
）

◆
問
合
先　

藤
岡
町
観
光
協
会
・
渡
良
瀬
バ
ル
ー
ン
レ
ー
ス
実
行

委
員
会
（ 

藤 

産
業
振
興
課
内
）
☎
62
‐
０
９
０
６

　

蔵
の
街
大
通
り
周
辺
の
店
舗

に
て
、
雛
人
形
や
子
ど
も
た
ち

が
色
付
け
し
た
塗
り
絵
が
展
示

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
週
末
に
は

各
会
場
で
昔
な
が
ら
の
遊
び
や

伝
統
の
技
を
体
験
で
き
ま
す
。

◆
日
時　

3
月
3
日
（
日
）
ま

で◆
場
所　

蔵
の
街
大
通
り
周
辺

の
店
舗
等

◆
そ
の
他　

有
料
の
イ
ベ
ン

ト
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
な

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
実
行
委
員
会
公
式
ブ
ロ

グ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先　

と
ち
ぎ
の
雛
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
栃
木

商
工
会
議
所
内
）
☎
23
‐
３
１

３
１ 「

あ
そ
雛
ま
つ
り
」
開
催
中

の
作
品
展
示
、
実
技
発
表
、
実

演
、
即
売
、
模
擬
店
等
。

◆
参
加
費　

無
料

◆
問
合
先　

大
平
隣
保
館
☎
43

‐
６
６
１
１

 
　 

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
記
念

さ
く
ら
祭
り
と
バ
ル
ー
ン
レ
ー
ス

喜
多
川
歌
麿
「
品
川
の
月
」

　
　

高
精
細
複
製
画
展
示

　

江
戸
時
代
の
浮
世
絵
師
・
喜

多
川
歌
麿
は
、
栃
木
の
豪
商
、

善
野
伊
兵
衛
（
初
代
釜
伊
）
の

依
頼
で
肉
筆
画
大
作
「
深
川
の

雪
」、「
品
川
の
月
」、「
吉
原
の

花
」（「
雪
月
花
」）
を
描
い
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
紙
本
着
色
の
大
幅
で
、

「
月
」
は
約
縦
２
ｍ
×
横
３
・
５

の
「
品
川
の
月
」
の
原
寸
大
高

精
細
複
製
画
を
公
開
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
来
館
く
だ
さ
い
。

◆
時
間　

9
時
～
18
時
※
無
休

◆
場
所　

と
ち
ぎ
蔵
の
街
観
光

館
（
万
町
）

◆
費
用　

無
料

◆
問
合
先　

文
化
課
☎
21
‐

２
４
２
６

第
だい

16 回
かい

国
こくさいこうりゅう

際交流のつどい

　市
し み ん

民と在
ざいじゅうがいこくせき

住外国籍の人
ひと

たちとの交
こうりゅうかい

流会で
す。お互

たが

いに理
り か い

解を深
ふか

められるよい機
き か い

会で
すので、ぜひ参

さ ん か

加ください。

◆日
にち

　時
じ

　３
さん

月
がつ

３
み っ か

日（日
にち

）10 時
じ

～ 15 時
じ

◆場
ば

　所
しょ

　栃
と ち ぎ し

木市市
し み ん か い か ん

民会館（日
ひ の で ち ょ う

ノ出町 14‐36）　
◆内

ない

　容
よう

　外
がいこくりょうりはんばい

国料理販売・踊
おど

りや歌
うた

のアトラクション・日
にほん

本
　　　　　文

ぶんか

化体
たいけん

験・ゲーム等
など

◆費
ひ

　用
よう

　入
にゅうじょうむりょう

場 無 料
◆その他

た

　どなたでも参
さ ん か

加できます。小
しょうがくせい

学生以
いか

下保
ほ ご し ゃ

護者同
どう

伴
はん

。
　　　　　駐

ちゅうしゃじょう

車場は下
し も つ が

都賀庁
ちょうしゃ

舎北
きたがわ

側駐
ちゅうしゃじょう

車 場です。
◆問

といあわ

合せ　市
し

国
こくさい

際交
こうりゅう

流協
きょうかい

会（市
し み ん

民会
かいかん

館内
ない

☎ 25‐3792）　　　

ペタンク体験講座参加者募集
時３月 23 日（土）10 時～ 12 時※雨天中止場 総
合運動公園芝生グラウンドＦ（川原田町）内 講師：
栃木市スポーツ推進委員（軽い運動のできる服装）
定 30 人（先着順）費 無料申３月 19 日（火）まで
に本 スポーツ振興課☎ 25‐0930
ジュニアソフトテニス教室参加者募集
時４月 13 日～ 12 月 14 日内の土曜日（全 17 回）
10 時～ 12 時場    総合運動公園庭球場（川原田町）
対 小学４年生～６年生の男女 30 人（先着順）内 
テニスのできる服装、運動靴、ラケット費 3,000
円（保険・ボール代等。初日に会場で納入）申３月
29 日（ 金 ） ま で に 本 ス ポ ー ツ 振 興 課 ☎ 25‐
0930、栃木市ソフトテニス連盟／戸井田☎ 090‐
1615‐8749
「好きな曲で踊ろう」創作ダンス教室参加者募集
時３月 23 日、30 日、４月６日の各土曜日９時 30
分～ 11 時場 藤岡総合体育館柔剣道室（藤岡町藤
岡）対 小学４年生以上の小学生 20 人（先着順）内 
中学校の体育の授業で習うかもしれない創作ダン
ス。中学生になる前にチョットだけ体験してみませ
んか？費 500 円（初回当日徴収）申３月１日（金）
～ 22 日（金）本 藤岡スポーツふれあいセンター／
藤岡教育支所☎ 62‐1301

◆
内
容　
《
出
演
予
定
》
国
庁

太
鼓
（
国
府
南
小
）・
国
府
北

ソ
ー
ラ
ン
（
国
府
北
小
）・
太

鼓
演
奏
（
お
お
つ
か
保
育
園
）・

太
々
神
楽
（
大
神
神
社
神
楽
保

存
会
）・
地
元
囃
子
連
他

《
出
店
予
定
》
手
づ
く
り
料
理

販
売
・
農
産
物
直
売
・
バ
ザ
ー

（
日
用
雑
貨
品
等
）

◆
そ
の
他　

抽
選
会
（
豪
華
賞

品
多
数
。
抽
選
券
は
当
日
会
場

で
配
布
）

◆
主
催　

下
野
国
庁
ま
つ
り
実

行
委
員
会

◆
問
合
先　

文
化
課
☎
21
‐

２
７
４
１
／
国
府
公
民
館
☎
27

‐
３
０
０
２

ｍ
の
大
き
な
作
品
で
す
。
現
在

「
月
」
と
「
花
」
は
ア
メ
リ
カ

の
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
、「
雪
」

は
行
方
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
市

で
は
「
雪
月
花
」
三
幅
を
再
び

本
市
に
展
示
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
フ
リ
ー
ア
美
術
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
月
」
の
原

寸
大
の
高
精
細
複
製
画
を
制
作

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
と
ち
ぎ
蔵
の
街
観
光

館
で
、
フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵

市
ゆ
か
り
の
日
本
画
家

　
　
　
　

―
清
水
保
男
展

◆
日
時　

２
月
27
日
（
水
）
～

３
月
２
日
（
土
）

◆
場
所　

小
山
高
専
サ
テ
ラ
イ

ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
２

◆
開
館
時
間　

11
時
～
16
時

（
入
館
は
15
時
30
分
ま
で
）
最

終
日
は
15
時
ま
で

◆
休 

館 

日　

会
期
中
無
休

◆
入
場
料　

無
料

　

市
ゆ
か
り
の
日
本
画
家
・
清

水
保
男
（
１
９
２
８
‐
２
０
０
５
）

は
、
四
季
折
々
の
自
然
を
穏
や

か
な
色
調
で
描
き
、
日
展
、
日

本
画
院
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
約
20
点
を
展
覧

し
、
清
水
の
画
業
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

 

文
化
課 

☎
21
‐
２
４
２
６
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対
象　 ＝内容　 ＝講師　 ＝担当
医師　 ＝費用　 ＝定員　 ＝申
込・問合せ
詳細は各団体等に問い合わせください。

シルバー人材センター入会説明会
3 月 21 日（ 木 ）13 時 30 分 ～  

栃木保健福祉センター（今泉町２丁目）
 市内在住で働く意欲のある 60 歳

以上の方  問い合わせはお住まいの
地域の事業所へ。栃木事務局☎ 23 ‐
4165 ▽藤岡事業所☎ 62 ‐ 1534 ▽
都賀事業所☎ 27 ‐ 8812 ▽大平事業
所☎ 43 ‐ 0155 ▽西方事業所☎ 92
‐ 8390 ※除草・塗装のできる方大募
集（経験者、興味のある方はぜひ！）
※センターでは、植木手入れ・除草・
草刈・家事援助等の仕事を割安な料金
でお受けしています）

シルバー人材センター刃物研ぎ
３月 21 日（木）９時～ 12 時（申

込みは 12 時まで）※雨天中止  蔵の
街広場（万町）※４月から栃木保健福
祉センター（今泉町２丁目）へ変更
包丁類 300 円～、刈込はさみ 500 円
～、修理 100 円～  シルバー人材セ
ンター栃木事務局☎ 23 ‐ 4165

東京ディズニーランドへ行こう !!
３月 16 日（土）７時 30 分～ 22

時 30 分  東京ディズニーランド  
市内在住の心身障がい児・者及び家族、
市内在住のひとり親家庭の親子 80 人

 おしゃベリーの旅（心身障がい児・
者及びひとり親家庭交流事業）心身障
がい児・者及びひとり親家庭の家族が
相互の交流を図り、仲間づくりと社会
参加を目的とし、東京ディズニーラン
ドへのバス旅行を実施します  大人
5,000 円・中人（12 歳～ 17 歳）4,000
円・小人（4 歳～ 11 歳）3,000 円※

参加費にはバス代、チケット代、保険
代が含まれます 2 月 12 日（火）～
28 日（木）（先着順）社会福祉協議会
大平支所☎ 43 ‐ 0294

第９回栃木かな書展（併催）押絵・木
目込人形展、押花三つ葉会展

４月５日（金）～７日（日）10 時
～ 18 時※５日は 13 時～、７日は 16
時まで  栃木文化会館展示室  県内
のかな書道作家による作品展。押絵・
木目込人形展、押花三つ葉会展も同時
開催  無料  栃木かな書道会／腰塚
☎ 28 ‐ 1570

とちぎ難病相談支援センター医療相談
 第 23 回３月３日（日）13 時～ 16

時、第 24 回３月 16 日（土）９時 30
分～ 12 時 30 分  とちぎリハビリ
テーションセンター（宇都宮市駒生町）

 対象者向け  第 23 回：呼吸器系
疾患（突発性間質性肺炎・サルコイ
ドーシス・びまん性汎細気管支炎・若
年性肺気腫・肺胞低換気症候群・ヒス
チオサイトーシス・肥満低換気症候群・
肺動脈性肺高血圧症・慢性血栓塞栓性
肺高血圧症・リンパ脈管筋腫症（ＬＡ
Ｍ））  杉山幸比古医師（自治医科大
学附属病院呼吸器内科）、第 24 回：骨・
関節系疾患（後縦靭帯骨化症・黄色靭
帯骨化症・前縦靭帯骨化症・後半脊柱
管狭窄症・突発性大腿骨頭壊死症・突
発性ステロイド性骨壊死症・進行性骨
化性線維異形成症）  東高弘医師（自
治医科大学附属病院整形外科）  無
料  予約制。とちぎ難病相談支援セ
ンター☎ 028 ‐ 623 ‐ 6113 ※月～
金 10 時～ 12 時、13 時～ 16 時

誰にでも簡単に演奏できる文化箏
こと

（従
来のお箏

こと

の 1/2 サイズ）を体験してみ
ませんか？
　日本の伝統的な楽器（文化筝

こと

）の継
承を目的に体験教室を開催します。

3 月９日（土）13 時 30 分～ 15 時
 オオノ楽器（薗部町１丁目） 10

人  1,000 円 ３月８日（金）まで
オ オ ノ 楽 器 ☎ 22 ‐ 2169 ／ FAX23
‐ 0013

栃木いのちの電話チャリティーコン
サート　名曲アルバムコンサート

４月 14 日（日）13 時 30 分開場、
14 時開演  県総合文化センター（宇
都宮市本町）  ピアノ／ピョート
ル・ドミトリエフ、プレイガイド／
県総合文化センター☎ 028 ‐ 643 ‐
1013 ほか※前売り券発売中  指定席
3,500 円、自由席 3,000 円（税込）  
栃木いのちの電話事務局☎ 028 ‐ 622

‐ 7970

栃木市市民活動推進補助事業「とちぎ
夢ファーレ」第 14 回蔵の街うたごえ
喫茶

３ 月 31 日（ 日 ）14 時 ～ 16 時  
栃木市文化会館小ホール（旭町）  
どなたでも  青春時代のあの名曲を
生バンドで楽しみましょう !!  500
円（飲み物・歌集代）  蔵の街うたご
え実行委員会／岩川☎ 24 ‐ 5868

船頭さん募集 !!
 明るく、元気な方ならどなたでも。

未経験者でも可。ただし指導あり  
若干名  観光シーズンに伴い、NPO
法人蔵の街遊覧船では、明るく、元気
に接客できる船頭さんを募集していま
す。母なる巴波川は、市民の誇り、舟
行を行っている船頭さんの姿も、栃木
市の観光スポットの一員です !! ぜひ
ご応募ください  ３月 31日（日）まで
ＮＰＯ法人蔵の街遊覧船／白澤☎ 090
‐ 7901 ‐ 8046

県南産業技術専門校訓練生募集
 県南産業技術専門校  求職者（２

次募集）  若干名  機械加工科、Ｎ
Ｃ機械科、板金溶接（訓練期間４月８
日～９月３０日６か月間）
電気設備科（訓練期間４月８日～平成
26 年３月 25 日１年間）※２次募集
のため、１次試験の結果で募集を行わ
ない訓練科もありますので問い合わせ
下さい  無料（テキスト・作業服代、
訓練生総合保険、諸経費は受講者負担）

３月８日（金）～ 19 日（火）選考
日３月 26 日（火）県立県南産業技術
専門校（足利）／稲見・青木☎ 0284
‐ 91 ‐ 0803

県立博物館３月の行事
○ワークシートに挑戦

3 月９日（土）10 時～ 11 時 30 分
 小・中学生  展示に関する問題に

チャレンジ。正解者には記念品贈呈。
○体験学習～昔の暮らしを体験しよう
～

3 月９日（土）14 時～ 16 時  小・
中学生  昔の人のいろいろな道具を
体験してみよう。（要電話予約）
○栃木の手仕事～木のめぐみ～
　開催期間　～３月 31 日（日）（関
連講座）人文系ミュージアムカレッジ

「栃木の手仕事Ⅱ」

3 月 10 日（日）13 時 30 分～ 15
時  中学生以上  木を利用して作ら
れた工芸品を紹介します。（要電話予
約）

県 立 博 物 館 ☎ 028 ‐ 634 ‐ 1311
※月曜休館
☆共通事項　  中学生以下無料（高
校生以上は観覧料がかかります）

シルバー大学校南校同窓会「第 6 回
作品展」

３ 月 28 日（ 木 ）、29 日（ 金 ）10
時 ～ 16 時（29 日 は 15 時 ま で ）  
シルバー大学校南校（神田町）  書
道、絵画、日光彫、陶芸、写真、絵手
紙、手工芸、俳句等、鉢植えの即売コー
ナー・休憩所あり　問合先・ 同作品展
実行委員会事務局／田村☎ 92 ‐ 7437

悪質な投資勧誘にご注意！
　高齢者を中心に、悪質な業者による
未公開株や社債、ファンドなどの詐欺的
な投資勧誘が急増しています。おかしい
な？と思ったら、迷わず財務事務所まで
ご相談ください。
　被害にあわないためには…〇電話勧
誘等にはすぐ応じない○もうけ話を安
易に信じない○よくわからない商品には
手を出さない○一人で悩まず早く相談

 宇都宮財務事務所理財課☎ 028 ‐
633 ‐ 6221

自動車事故被害者支援制度
○自動車事故に遭われた方へ～重度障
害者介護料支給の制度～
▼対象　被害者・加害者を問わず、自
動車、オートバイ事故により、脳・脊髄・
胸腹部臓器を損傷し、後遺障害の程度
が次に該当する方▼支給額　常時要介
護の方　月額 58,570 ～ 136,880 円／随
時要介護の方　月額 29,290 ～ 54,000
円
○中学生までの交通遺児のために～育
成資金貸付制度（無利子）～
▼対象　保護者が自動車、オートバイ
事故で亡くなられたり、重い後遺障害
を残すことになったりした家庭の中学
生以下の子ども▼貸付金額　一時金
155,000 円、月額 20,000 円、入学支度
金 44,000 円▼返還方法　卒業後 20 年
以内の均等払い※高校・大学等へ進学
した場合は在学期間中返還猶予  ＮＡ
ＳＶＡ自動車事故対策機構栃木支所☎
028 ‐ 622 ‐ 9001
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＝日時、 ＝会場、 ＝料金、 ＝定員、 ＝チケット、 ＝プレイガイド、 ＝申し込み、

＝開場、 = 開演時間、 ＝託児サービス、 ＝電話予約、 ＝問い合わせ

◆いまいゆうぞう　はいだしょうこ
ファンタジーコンサート 2013

3 月 23 日（土）　 1 回目 12:00、
2 回目 14:30  大ホール　  1,200
人　  全席指定 3,000 円　  発売中

 市内各文化会館、西方公民館、イー
プラス、ローソンチケット、セブンチ
ケット、チケットぴあ
※託児サービス有り（有料）
　「 お か あ さ ん
といっしょ」10
代目の歌のおに
いさん “ いまい
ゆ う ぞ う ” と、
19 代 目 の お ね
え さ ん “ は い
だしょうこ ” の
ファンタジーコ
ンサート。 今回はダンスのおねえさ
ん、“ いとうまゆ ”（4 代目「ゴッチャ！」
のおねえさん）もゲスト出演。

◆ふれあいロビーコンサート
３ 月 24 日（ 日 ）　 14:30

15:00  100 人  無料
　春休みに贈るふれあいコンサート
出演　『栃木地区オカリナ愛好会』『お
やじバード』他　

◆春の映画鑑賞会
お楽しみ親子映画会

 5 月 26 日（日）　   ハートホール
  800 人　   500 円（全席自由席）
　  ３月 28 日（木）    市内各文化会
館　上映作品　新作アニメ

◆白鷗大学　ハンドベル・クワイアコ
ンサート

３月 20 日（水・祝）　  14:00  
大人 1,000 円小・中・高校生 500 円

◆マラソンピアノｉｎ大ホール
　気分はピアニスト♪

   ３月 10 日（日）　  10：00　
大ホール　  ５０組（先着順）　  無
料（参加費  入場料）ピアノを弾ける
小学生以上の方
　栃木文化会館大ホールで、 スタイン
ウェイピアノを弾いてみませんか？よ
り多くの方に、ピアノを親しみ、舞台
の雰囲気を楽しんでいただくために、
マラソンピアノを開催します。
募集期間：2 月 9 日（土）午前 9 時
～ 2 月 23 日（土）
　参加申込書に記入の上、FAX、メー
ル、郵送、会館窓口で申し込みくださ
い。会館のホームページから、応募
フォームにて申し込みも可能です。

★
お
は
な
し
広
場

   　
　
【
10
時
30
分
～
11
時
】

３
月
９
日
（
土
）
読
み
聞
か
せ　

　
「
ね
ず
み
の
す
も
う
」
他

３
月
23
日
（
土
）

　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　
「
も
も
た
ろ
う
」
他

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

★
え
ほ
ん
デ
ビ
ュ
ー

３
月
16
日
（
土
）
11
時
～
11
時
30
分

　

場
所　

１
階
・
お
や
こ
ル
ー
ム

　

対
象　

赤
ち
ゃ
ん
～
未
就
園
児

※
と
も
に
、
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要

★
朗
読
サ
ロ
ン

～
山
本
有
三
『
女
人
哀
詩
』
を
読
む 

～

　

出
演　

朗
読
を
楽
し
む
会

　

日
時　

３
月
10
日
（
日
）
14
時
～

　

場
所　

２
階
・
会
議
室

　

定
員　

50
人
（
入
場
無
料
）

　

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
に
て　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

【
特
別
整
理
期
間
の
休
館
の
お
知
ら
せ
】

蔵
書
点
検
等
の
実
施
の
た
め
、
次
の

日
程
で
休
館
い
た
し
ま
す
。

休
館
期
間

３
月
12
日
（
火
）
～
15
日
（
金
）

★
お
は
な
し
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
の

　

‶

お
は
な
し
プ
レ
ゼ
ン
ト 

″

　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
お

は
な
し
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
』
の
皆
さ
ん

に
よ
る
、楽
し
い
お
は
な
し
会
で
す
。

３
月
９
日
（
土
）
10
時
30
分
～
11
時

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

　

対
象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

　

定
員　

親
子
30
組

　

申
込　

２
月
22
日
（
金
）
か
ら

図
書
館
に
て
入
場
整
理
券
配
布

（
電
話
受
付
可
）

★
は
な
み
ず
き
の
お
は
な
し
教
室

　

親
子
が
一
緒
に
楽
し
め
る
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

３
月
23
日
（
土
）
14
時
30
分
～
16
時

　

場
所　

１
階
・
児
童
ク
ラ
ブ
室

　

対
象　

ど
な
た
で
も

▽
群
読
「
心
に
太
陽
を
持
て
」（
山

本
有
三
）
▽
読
み
聞
か
せ
「
北
風
と

太
陽
」
他
▽
草
笛
▽
折
り
紙
（「
心

に
太
陽
を
持
て
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

作
品
を
制
作
予
定
）

※
折
り
紙
の
難
易
度
は
、
小
学
校
低

学
年
レ
ベ
ル
で
す
。

★
ひ
な
ま
つ
り

『
な
り
き
り
お
ひ
な
さ
ま
で
あ
そ
ぼ
う
』

　

お
ひ
な
さ
ま
の
衣
装
で
写
真
を
撮

り
ま
し
ょ
う
！

３
月
３
日
（
日
）
10
時
30
分
～

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

★
工
作
教
室
『
ゆ
ら
ゆ
ら
ち
ょ
う
』

　

ゆ
ら
ゆ
ら
ち
ょ
う
を
作
っ
て
遊
ん

だ
り
飾
っ
た
り
で
き
ま
す
。

３
月
16
日
（
土
）
14
時
～
15
時

　

場
所　

お
や
こ
ど
く
し
ょ
し
つ

※
ひ
な
ま
つ
り
、
工
作
教
室
と
も
、

ふ
じ
お
か
お
は
な
し
会
『
コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
』の
皆
さ
ん
に
よ
る
も
の
で
す
。

★
春
休
み
お
は
な
し
会

３
月
26
日
（
火
）
14
時
～

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　
「
た
ま
ご
が
こ
ろ
ん
」

　
「
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
」

・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　
「
赤
ず
き
ん
」

・
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」

・
絵
本　

・
ゲ
ー
ム

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
た
ん

ぽ
ぽ
』
の
皆
さ
ん
に
よ
る
楽
し
い
お

は
な
し
会
で
す
。　
　
　
　
　
　

★
お
は
な
し
会

３
月
16
日
（
土
）
14
時
～

　

場
所　

児
童
書
コ
ー
ナ
ー

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
お
は

な
し
☆
き
ら
ら
』
の
皆
さ
ん
に
よ
る

お
は
な
し
会
で
す
。

　

も
う
す
ぐ
花
の
季
節
で
す
ね
。
３

月
は
花
の
本
を
読
ん
だ
り
、
み
ん
な

で
春
の
絵
を
描
い
た
り
し
ま
す
。
さ

く
ら
、
菜
の
花
、
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
…
一

番
に
咲
く
の
は
何
で
し
ょ
う
？ 

ぜ

ひ
確
か
め
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

栃
木
図
書
館
　

☎
22
‐
３
５
４
２

（
開
館
９
時
～
19
時
30
分
／
休
館
・
金
）

　
　
　
　
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　

大
平
図
書
館
　

☎
43
‐
５
２
３
４

（
開
館
９
時
30
分
～
19
時
／
休
館
・
月
）

藤
岡
図
書
館
　

☎
62
‐
４
８
８
９

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

都
賀
図
書
館
　

☎
28
‐
０
８
０
６

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
西
方
分
館

☎
92
‐
２
５
１
２

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

（未就学児はチケット不要）  　  販売中　
 市内各文化会館、ＪＡしもつけ藤

岡支店、とりせん藤岡店、佐野市文化
会館、小山市立文化センター
　「春」をテーマにしたハンドベルの
涼やかな音色をお楽しみください。
　体験タイムもあります。ふるって参
加ください。

◆ピアノ開放デー参加者募集
   ３ 月 23 日（ 土 ）・24 日（ 日 ）
10:00 ～ 20:00（時間内を 30 分ずつ
に区切る）　   無料（１人 30 分以内）

希望時間
を申し込み
く だ さ い。
３ 月 １ 日

（ 金 ） よ り
受付開始。
　会館のス

区　分 個　人 団　体
一般（高校生以上） 500 円 300 円
小・中学生 200 円 100 円
未就学児等 無　料

料金表

※土曜日は、 市内の小 ・ 中学生無料

※毎月第 3 日曜日は 「家庭の日」 のため県

内の小 ・中学生無料

※身体障害者手帳、 療育手帳、 精神障害者

保健福祉手帳の交付を受けている方と介助

者 1人は無料

※団体は 20 人以上

●参加費　無料（先着１５人）
●対象　小学生以上（小学校低学年は
保護者同伴） 
●申込締切　3 月1日（金）
◎クラビ活動「香水の歴史」（要予約）

●講師　当館学芸員
●日時　3 月10 日（日）14 時～
●会場　小山高専サテライト・キャンパ
ス　スタジオ１（倭町）
●参加費　無料（先着 10 人）
●対象　中学生以上 
●申込締切　3 月 8 日（金）

　王侯貴族など上流階級が愛用し、一
流の調香師たちの手により芸術品にまで
高められた香水。やがて、簡素だった器
にも脚光があたり、技巧が凝らされた豪
華な香水瓶が制作されるようになる。
　本展では、18 世紀末から 20 世紀末
頃にかけての洗練された香水瓶や、現
代のファッションブランドの香水瓶を各
時代のファッション画とともに紹介。
◎学芸員によるギャラリートーク
　　　　　　　　　　　　（予約不要）

●日時　3 月 2 日（ 土 ）、16 日（ 土 ）、
30 日（土）　各日14 時～
※観覧券をお求めのうえ、美術館受付ま
でお集まりください。
◎講演会　「時代を象徴する香水瓶と
ファッション」（予約不要）

●講師　平田幸子氏（パルファム編集長）
●日時　2 月 23 日（土）　14 時～
●場所　小山高専サテライト・キャンパ
ス　スタジオ２（倭町）
入場無料（先着 30 人）
◎アロマキャンドルづくり（要予約）

●日時　3 月 3 日（日）14 時～
●会場　小山高専サテライト・キャンパ
ス　スタジオ１（倭町）

とちぎ蔵の街美術館　（万町 3 － 23 ／☎ 20‐8228 ／ FAX20‐8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場を利用ください。有料入館者、
障害者手帳をお持ちの方には駐車場の無料券をお渡ししています。

香りとファッションの美学展
2 月 2 日（土）～ 3 月 31日（日）

●開館時間　９時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）
●休館日　　 毎週月曜日（祝日の場合は開館し、翌日
　　　　　　 休館）、3 月 21 日（木）

≪ COMPLICE ≫
コティ／フランス

1973 年
個人蔵

テージとグランドピアノを無料で利用
いただけます。ピアノやコーラスの練
習、仲間同士のミニコンサート等使い
方はあなた次第。
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けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

○ぺたぺた記念日
３月６日（水）10 時～ 11 時 30

分（時間内参加自由） ０歳以上
手形・足形、身長・体重測定
○親子ビクス

３ 月 11 日（ 月 ）10 時 ～ 10 時
45 分 1 歳以上の未就園児と保護
者 25 組（先着順）  タオル、飲み
物、動きやすい服装  大橋光子氏

3 月 2 日（土）～
○のびのびひろば

３月 12 日（火） 1 歳以上の未
就園児
○ぷちぷちひろば

３月 13 日（水） ０～11か月児
☆のびのび、ぷちぷち両ひろばとも
に時間は 10 時 30 分～ 11 時 30 分

（時間内参加自由）  春の部屋かざ
り、ひらひらモビール作り
○ぶぅ～ぶぅ～カズーをつくろう

３月 23 日（土）14 時～ 15 時（時
間内参加自由）  幼児以上
　☆共通事項  無料

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

○ころころ広場
３月５日（火）、12 日（火）10

時 30 分～ 11 時 30 分（時間内参
加自由）  乳幼児と保護者 （５日）
布を使って遊ぼう、（12 日）プチこ
どもまつり（製作・絵本・ゲーム・
運動・チェキコーナー、保健師の育
児相談等）
○赤ちゃんサロン

3 月 7 日（木）身体計測、14 日（木）
親学習プログラム※有資格者が指導
10 時 30 分～ 11 時 30 分 ０歳児
と保護者 30 組  ふれあい遊び、マ
マ同士のおしゃべり  受付中
○子育て支援研修会④

３ 月 21 日（ 木 ）10 時 30 分 ～
11 時 30 分  乳幼児と保護者 30
組  歌遊びとリトミック  池田沙
由里氏  飲み物、動きやすい服装

 無料 ２月 19 日（火）～
　☆共通事項  大平みなみ児童館

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

○双子ちゃん遊ぼう
３月４日（月）10 時～ 12 時

未就園児の双子と保護者または双子
を妊娠中の方  無料※一般にも開放
○親子ふれあい給食

３月 11 日（月）※受付 10 時～
10 時 30 分 ５組（当日先着順）

800 円（離乳食あり）

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センター
（☎ 23‐2740）

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対象　 = 内容　
＝講師　 ＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

○ひなまつり☆クッキング～カップ
de ちらし・すまし汁～

3 月 3 日（日）11 時～ 13 時
小学生以上 20 人※３月１日（金）
～申込先着順  ネットワークみな
みのみなさんと、ひなまつりにちな
んだ料理を作って食べます  無料

○おひなさまの製作＆ひな祭り　
３月１日（金）  乳幼児と保護

者 20 組  親子でひな人形作りとひ
な祭り  電話で申込み
○就園児を祝おう

３月８日（金）  乳幼児と保護
者 20 組  4 月から就園するお友達
を祝おう ３月６日（水）まで
○お楽しみ会

３月 15 日（金）  藤岡保健福祉
センター検診ホール  乳幼児と保
護者 30 組 Vivid6 さんによる歌
や演奏  Vivid6 安良岡尚代氏 ３
月４日（月）～（先着順）
☆共通事項　時間はいずれも 10 時
30 分～ 11 時 30 分  無料　

○【老人福祉センター泉寿園共催】
栃木県警察音楽隊がやってくる !! ～
子どもも大人もすてきな音楽で元気
いっぱい !! ～

３月９日（土）10時～11時30分（時
間内参加自由）※大雪等の悪天候や
大きな事件・事故が発生した場合は、
日程が変更となる場合があります  
泉寿園大広間（児童館１階）  交
通安全のお話・音楽鑑賞会
○じどうかんまつり～マリオの国で
大冒険～

３月 26 日（火）９時 30 分～ 12
時 30 分・13 時 30 分 ～ 16 時 30
分（時間内参加自由）  きのこの
小物入れ作り・洞窟たんけん・雪山
カーリング・草原アスレチック・マ
リオチョロＱカート・クッパをやっ
つけろ！  無料

○ほんわかタイム
３月５日（火）当日受付 ０歳児

と保護者  親子でのふれあい遊び
とおしゃべりタイム
○プチなかよしタイムⅣ期

３月 12 日（火）  平成 24 年１
月～３月生まれの乳児と保護者 15
組（先着順）  親子でふれあい遊
びと心理士の話 ２月４日（月）～
○お楽しみ会

３月13日（水）  乳幼児と保護者
20 組（先着順） 「ココあん」さん
のコンサート   ３月４日（月）～
○なかよしタイムⅠ期

４月 17 日～６月 19 日の水曜日
（10 回）  ２歳３か月以上児と保護者
35 組（先着順）  親子で歌、体操、
読み聞かせ、ゲーム等の集団活動。親
子の仲間づくり  ３月14日（木）～
　☆共通事項　時間は 10 時～ 11
時、申込時間は８時 30 分～ 17 時

 無料

○誘拐防犯指導【まもる号】来園
３月８日（金） 10 時～

○３・４月生まれの誕生会
３月 13 日（水）10 時 30 分～

○開放保育
３月 19 日（火）10 時 30 分～

☆共通事項　  地域子育て支援セ
ンターにしかた  未就園児と保護
者  無料  不要　

○身体測定・手形の日☆
◇０歳～２歳未満  ３月５日（火）、６
日（水）◇２歳以上  ３月８日（金）
ともに時間は10 時 30 分～11時 30 分
○カレンダー作り☆

３月 13 日（水）・19 日（火）10
時 30 分～ 11 時 30 分、14 日（木）
13 時 30 分～ 14 時 30 分
○絵本の会☆

３月21日（木）10 時 45 分～ 11 時
15 分　☆印は自由参加です。

○「おりがみあそび」～ポストカー
ドを作ろう～

３月 18 日（月） ２歳以上の未
就園児
○パネルシアターをみて　うたおう
◇６か月～１歳５か月児 ３月４日

（月）、６日（水）、14 日（木）、15 日（金）、
21 日（木）、25 日（月）
◇１歳６か月～未就園児 ３月５日

（火）、７日（木）、11 日（月）、13
日（水）、27 日（水）
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 15 組 ２月 27 日（水）
～３月１日（金）９時～ 15 時

○親子リトミック
 ３月 28 日（木）10 時 30 分～ 11

時 30 分  よつば保育園遊戯室 25
組（先着順）  篠﨑真喜子氏  バス
タオル・飲み物  ３月14日（木）～
○すくすくタイム

 ３月７日（木）身長・体重測定、
14 日（木）パネルシアター、21 日

（木）手形・足形とり
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分  未就園児と保護者
無料  不要

○パントマイムショー＆パントマイ
ム体験教室

３月 28 日（木）14 時～ 15 時※
開場 13 時 50 分 18 歳未満 100
人（未就学児保護者同伴）当日先着
順  女性パフォーマー「アッキー」
が、楽しいショーの後、パントマイ
ムを教えてくれます  無料○

○健康相談日
３月 18 日（月）10 時～ 15 時

身体測定※午前中、助産師相談（予
約不要）あり
○マタニティー＆ベビーの日

３月 21 日（木）14 時～ 15 時  
妊娠５か月以上（臨月を除く）の妊婦
または夫婦２組  赤ちゃんのお世話、
調乳、おやつ試食  エプロン、母子
手帳  無料  電話で 10 時～ 15 時
○ほのぼの移動広場

３月５日（火）、19 日（火）10
時 30 分～ 11 時 30 分（時間内参加
自由）  イオン栃木店ちびっこ広
場  保育士による歌遊び、絵本読み、
ミュージック・ケア等や子育て相談
○乳幼児健康講話　

２ 月 28 日（ 木 ）10 時 ～ 11 時
30 分  さくら３Ｊホール 1 歳
６か月未満の乳幼児と保護者 10 組

（赤ちゃんサロン以外の方）  こど
もに起こりやすい事故とその予防
や手当  日本赤十字社指導員  無
料 ２月 27 日（水）までにメール
sakura-3j@sakura-kids.jp に 保 護 者
名、子ども名、読み仮名、生年月日、
〒住所、電話番号を送信。
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休日・夜間救急診療

☆鹿沼地区休日・夜間急患診療所
鹿沼市坂田山（鹿沼市民文化センター内）

☎ 0289‐65‐2101
・休日昼間 / 日曜日・祝日・年末年始
　　　10：00 ～ 16：30（内科・小児科・歯科）
・夜　　間 / 日曜日・祝日・年末年始
 　         　　平日（月、水、金曜日）
　　　19：00 ～ 21：30（内科・小児科）

外科系在宅当番医（9:00 ～ 17:00）
３月 医療機関名 電話番号

３（日） 上都賀総合病院 0289‐64‐2161
10（日） 御殿山病院 0289‐64‐2131
17（日） 荒木医院 0289‐64‐2775
20（水） 小池医院 0289‐60‐1300
24（日） 西方病院 0282‐92‐2323
31（日） 池田脳神経外科 0289‐63‐1333

境町（医師会病院隣）　☎ 22‐8699
【診療時間等】

平日 19：00 ～ 22：00（内科 / 小児を含む）
休日   9：00 ～ 21：00（内科 / 小児を含む）（外科）
※事前に☎確認してお出かけください。
※受付は、なるべく診療終了 30 分前までにお済ま
　せください

◆栃木市消防本部
月～土曜日の 22：00 以降　 　　   ☎ 22‐0119
日曜・祝日・年末年始の 21：00 以降  ☎ 24‐9999

（音声ガイダンス）

毎日 19：00 ～ 23：00  　 ☎ 028‐600‐0099　　　
　　　　  プッシュ回線の場合　  #8000 

乳幼児健診等のご案内
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問 合 先

４月の健康相談・栄養相談
予約制です。問合先まで連絡ください。

日 曜日 場　　所 受付時間
５ 金 ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30
16 火 藤岡保健福祉センター 13：30 ～ 16：30
18 木 西方保健センター 9：00 ～ 11：30
25 木 都賀保健センター 13：30 ～ 16：30
26 金 栃木保健福祉センター 9：00 ～ 11：30

３月の乳幼児健診
個別通知にて案内した時間にお越しください。

日 曜日 地　域（場所）
4 か月児健診

１ 金 栃木（栃木保健福祉センター）
13 水 都賀（都賀保健センター）
18 月 大平（ゆうゆうプラザ）
19 火 栃木（栃木保健福祉センター）
22 金 藤岡（藤岡保健福祉センター）
26 火 西方（西方保健センター）

9 か月児健診
13 水 都賀（都賀保健センター）
14 木 栃木（栃木保健福祉センター）
19 火 大平（ゆうゆうプラザ）
22 金 藤岡（藤岡保健福祉センター）
26 火 西方（西方保健センター）

1 歳 6 か月児健診
６ 水 栃木（栃木保健福祉センター）
６ 水 大平（ゆうゆうプラザ）
８ 金 西方（西方保健センター）
11 月 都賀（都賀保健センター）
13 水 藤岡（藤岡保健福祉センター）
22 金 栃木（栃木保健福祉センター）

3 歳児健診
７ 木 栃木（栃木保健福祉センター）
７ 木 大平（ゆうゆうプラザ）
13 水 栃木（栃木保健福祉センター）

2 歳児歯科健診
12 火 栃木（栃木保健福祉センター）

両親教室
事前に問合先まで連絡ください。

内　容
場所 / 日程

栃木保健
福祉センター ゆうゆうプラザ

①妊娠中の生活・仲間づくり 終了 終了
②育児について・栄養指導 終了 終了
③妊婦体験・沐浴指導 ３月９日（土） 終了

すくすく教室
事前に問合先まで連絡ください。

場　所
月 日 曜日 内　 容

 栃木保健福祉センター
３ ９ 土 絵本読み聞かせ・ストレッチ

ゆうゆうプラザ
３ 13 水 離乳食教室・子育て相談

 藤岡保健福祉センター
３ ８ 金 離乳食実習

 西方保健センター
３ 13 水 子育てのお話

　
　
　
　
（
３
月
）

子
育
て
サ
ロ
ン

日 曜日 場　所
４ 月 栃木 （栃木保健福祉センター）
４ 月 大平 （ゆうゆうプラザ）
12 火 西方（なかよしこども園）
18 月 藤岡 （藤岡保健福祉センター）
19 火 都賀（都賀保健センター）

≪栃木地区急患センター３月の当番医≫

≪急患センター終了後、問合先≫

≪小児救急診療（0 歳から中学生）≫

≪とちぎ子ども救急電話番号≫

≪西　方　地　域≫

◆とちの木病院（大町）　　　　     ☎ 22‐7722
日曜日　19：00 ～ 21：00

※市内の小児科開業医が中心となり実施しています。
◆下都賀総合病院（富士見町）　     ☎ 22‐2551
木・金曜日　17：00 ～ 22：00　　（要電話確認）

歯周疾患検診受診券の有効期限のご案内

○歯周疾患検診受診券の有効期限は、
　　　　　　　　　　　　平成 25 年３月 31 日（日）です。
　平成２４年度歯周疾患検診の対象者は下記のとおりです。
　・30 歳（昭和 57 年４月２日～昭和 58 年４月１日生）
　・40 歳（昭和 47 年４月２日～昭和 48 年４月１日生）
　・50 歳（昭和 37 年４月２日～昭和 38 年４月１日生）
　・60 歳（昭和 27 年４月２日～昭和 28 年４月１日生）
　・70 歳（昭和 17 年４月２日～昭和 18 年４月１日生）

1 金 盛川（サンライズクリニック）
2 土 長谷川（長谷川医院）

3 日
内：山門（山門クリニック）
外：中野（誠）（中野病院）

4 月 青木（虎）（青木医院）
５ 火 成田（成田内科）
６ 水 中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）
７ 木 小林（こばやしクリニック）
８ 金 大森（うずまクリニック）
９ 土 川田（かわたクリニック）

10 日
内：江口（えぐち内科クリニック）
外：大家（おおやクリニック）

11 月 青木（章）（静和医院）
12 火 長（大平ファミリークリニック）
13 水 石塚（好生医院）
14 木 渡辺（わたなべ内科・循環器科クリニック）

15 金 石井（石井内科医院）
16 土 青木（虎）（青木医院）

17 日
内：福地（蔵の街診療所）
外：森川（森川内科外科クリニック）

18 月 山門（山門クリニック）
19 火 大山（大山整形外科）

20 水
内：筒井（筒井医院）
外：盛川（サンライズクリニック）

21 木 藤沼（仁）（大平下病院）
22 金 橋本（安）（橋本医院）
23 土 土谷（土谷医院）

24 日
内：山田（合戦場クリニック）
外：亀田（亀田整形外科医院）

25 月 金田（金田医院）
26 火 斉藤（伸）（さいとう小児科）
27 水 中元（中元内科医院）
28 木 河口（河口医院）
29 金 亀田（亀田整形外科医院）
30 土 箕輪（箕輪内科）

31 日
内：中村（洋）（都賀中央医院）
外：橋本（義）（橋本腎内科クリニック）

　こころの不調は、誰に起こってもおかしくない

問題です。積極的にストレス解消することや日常

生活の工夫を行っていきましょう。

       

     

　　生活にリズムが生まれ気分が楽になります。

   

　　心の余裕を失うと笑いは少なくなり無表情になりがちです。

　　笑いによって自律神経のバランスを整えたり、免疫力を正常化させる

　効果もあります。

   

　　健康問題や経済、生活問題、家庭問題、人間関係等さまざまな要因が

　関係しています。原因を探り対処していきましょう。

   

　　悩みやストレスがつらい時には、一人で抱え込まず誰かに相談しましょ

　う。専門機関や家族や友人など身近な人へ。または市役所本庁健康増進課、

　各支所健康福祉課へ。
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とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。
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た

の
が
お
楽
の
方
。
利
長
は

１
６
２
７
（
寛
永
４
）
年
に

32
歳
で
亡
く
な
り
、
母
親
の

再
婚
な
ど
の
変
遷
を
経
て
、

（募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・  
生年月日 ・住所・  電話番号・保護者名を記
入して〒 328 ‐ 8686 市役所秘書広報課へ。

                写真は返却しません。
（締め切り）　平成 24 年５月生まれ  ３月  29 日（金）
（当日必着）　平成 24 年６月生まれ  ４月  10 日（水）

岸　義
よ し と

人ちゃん

一
家
は
浅
草
に
住
む
。
そ
こ

で
将
軍
の
乳
母
の
春
か
す
が
の
つ
ぼ
ね

日
局
に

見
出
さ
れ
、
３
代
将
軍
家い
え
み
つ光

の
側
室
と
な
り
、
家
綱
を
生

む
。

　

大
平
の
歴
史
愛
好
家
団

体
「
お
お
ひ
ら
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
が
市
内
在
住
の
小
説

家
大
森
隆
司
さ
ん
が
書
い
た

「
お
楽
の
方
と
春
日
局
」（
河

出
書
房
新
社
）
な
ど
を
参
考

に
ま
と
め
た
冊
子
に
よ
る

と
、
利
長
は
同
僚
が
当
時
、

禁
制
の
鶴
を
捕
獲
密
売
し
た

事
件
に
連
座
し
て
、
死
罪
と

な
る
。
し
か
し
、
お
楽
の
方

が
将
軍
の
生
母
に
な
っ
た
こ

と
で
、
一
族
は
大
名
な
ど
に

取
り
立
て
ら
れ
た
。

　

墓
は
、
利
長
没
後
27
年
、

お
楽
の
方
（
宝
樹
院
）
没
後

１
年
を
経
て
建
立
さ
れ
た
。

施
主
は
長
男
の
三
河
藩
２
万

石
の
大
名
と
な
っ
た
増
山

弾だ
ん
じ
ょ
う正
少し
ょ
う
ひ
つ弼
藤
原
政ま
さ
と
し利
。

▶
お
楽
の
方
の
父
・
青
木
三
太
郎
利
長
の
墓

　
　
　
　

お
楽
の
方
の
お
手
植
え
と
さ
れ
る
イ
ワ
シ
ダ
レ
桜
▼

　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
乗
り
方

バ
ス
停
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

乗
り
た
い
バ
ス
が
来
た
ら
、

　

手
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　行先はバス前方に表示
してありますが、分からな
い場合は、運転手にお尋ね
ください。

前
方
の
ド
ア
か
ら

　
　

乗
車
し
て
く
だ
さ
い
。

市
街
地
循
環
線 

・

市
街
地
北
部
循
環
線

寺
尾
線 

・ 

部
屋
線 

・ 

藤
岡
線 

金
崎
線 

・
真
名
子
線 

・
大
宮

国
府
線 

・ 

皆
川
樋
ノ
口
線

運
賃
を
運
賃
箱
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

座
席
に
座
っ
て
く
だ
さ
い
。
空
席
が
な
い
場
合
は
、
つ
り
革
や

手
す
り
に
つ
か
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

車
内
で
降
り
た
い
バ
ス
停
が
案
内
さ
れ
ま
し
た
ら
近
く
の
降
車

ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

停
車

前
方
の
ド
ア
か
ら

　
　

下
車
し
て
く
だ
さ
い
。

乗
車
ド
ア
付
近
に
あ
る
整
理

券
発
券
機
等
か
ら
整
理
券
を

お
一
人
様
一
枚
ず
つ
お
取
り

く
だ
さ
い
。

前
方
の
ド
ア
か
ら

　
　

下
車
し
て
く
だ
さ
い
。

整
理
券
と
運
賃
を
運
賃
箱
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

道
路
事
情
に
よ
り
遅
れ
る

　
　
　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　

停
車

※
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
運
賃
を
支
払
う
際
に
運
転

手
に
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。（
運
賃
が
半
額
に
な
り
ま
す
）

問
合
先 
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市内各地から、楽しい冬の話題が届きました！

   １月 13 日、にしかた子どもネッ
トワーク主催のどんど焼きが行われ
ました。
　会場には、大小２つのやぐらが組
まれ、その中にお札やしめ飾り等が

入れられました。　
   やぐらに点火されると、勢いよく
炎が舞い上がり、参加者たちは、そ
の残り火でまゆ玉団子を焼いて食
べ、無病息災を祈願しました。

　

大
寒
の
日
の
１
月
20
日
、出
流
山
満
願
寺
で「
大

寒
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
雪
の
残
る
奥
の
院
大

悲
の
滝
に
打
た
れ
身
を
清
め
た
後
、本
堂
前
で「
寒

晒
し
そ
ば
」
奉
納
そ
ば
打
ち
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

熟
練
の
そ
ば
職
人
の
技
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
感
心

し
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。「
寒
晒
し
そ
ば
」
は

２
月
末
ま
で
提
供
さ
れ
ま
す
。（
な
く
な
り
次
第

終
了
）

　

１
月
５
日
、
大
平
隣

保
館
に
お
い
て
「
平
成

　渡良瀬遊水地では、国指定の絶滅危惧種を含め、約 250 種類の野鳥
が確認されています。
　谷中湖の “ 中の島 „ にある野鳥観察台は、たくさんの小さな窓があり、
人間の姿は見せずに小窓から顔や望遠鏡など覗かせて、自然な状態の野
鳥を観察できます。今回のバードウォッチングでは、カワセミやサギ類、
カモなどが確認できたようです。

24
年
度
大
平
り
ん
ぽ
か

ん
書
初
め
席
書
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
幼
児

か
ら
小
学
６
年
生
ま
で

の
21
人
。
皆
、
真
剣
な

表
情
で
半
紙
に
向
か

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
出
来

上
が
っ
た
も
の
を
見
比

べ
な
が
ら
、
後
日
展
示

す
る
作
品
選
び
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　1 月 17 日、地域子育て支援
センターつがで、未就園児と保
護者を対象とした親子エアロビ
クスが開催されました。
　参加した親子は、音楽に合
わせて一緒に体を動かしたり、
ボールを使ったコミュニケー
ションを楽しんだりしました。
　またこの日は、大宮地区の民
生委員児童委員も訪れ、都賀地
域の子育て支援を視察していま
した。


